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東京都立高等学校教頭会



会報第２７号の発刊によせて

会長鈴木國夫

平成11年度の都立高等学校教頭会の「会報」第27号が会員の皆様のご協力により発刊される運

びとなりました。この会報には会則や会の歴史、会員の異動等と、本会の一年間の活動の集大成

として、本部役員、幹事会、総務部会、三研究部会、各学区・学科および関係諸機関との交流等

の活動及び状況が掲載されております。頁を紐解けば改めて教頭会の活動が多くの方々に支えら

れていることを痛感致します。会員各位に有効にご利用いただければ幸いです。

各学校における管理運営規程の制定の本格運用に始まり、都立高校改革推進計画・第二次実施

計画の発表、新しい人事考課制度の導入決定と、多事多難で激動の年、平成11年度もまもなく終

わろうとしております。この一年間、会の充実・発展のためにご協力頂きました会員各位、都教

育委員会の方々、校長協会、定通教頭会、事務会、校長協会事務局、教頭会事務局の諸先生方に

会長として御礼を申し上げます。

特に副会長の山口正光・齋藤信一郎先生を始め、全国教頭会の役員の先生方のお力に支えられ

ましたことを心から感謝いたします。

本年度の活動も６月１０曰の総会に始まり、７月下旬には第38回の全国大会が高知県高知市で開

催されました。都教頭会からも85名の方が参加し、例年どおり三分科会で研究成果を発表いたし

ました。９月６日には都教委主管の高等学校教頭研究協議会が全、定・通の教頭が一同に会し、

現場の実践に密着した研究の発表と協議が行われました。全国大会及びこの教頭研究協議会に向

けてこの－年間直接携わった研究部の方々、発表された方々のご苦労に対し深く感謝申し上げま

す。しかし、一昨年から研究連絡員制度の導入によりその活性化を図って参りましたが、残念な

がら毎月の研究部会への出席はじり貧状態で芳しくありません。会員諸氏の本教頭会の設立趣旨

に対する自覚と一層のご理解を重ねてお願い致します。

さて、平成９年度の都立高校改革推進計画の策定、そして10年度の「都立高等学校在り方検討

委員会」答申以来一連の都立高等学校改革の中、引き続き都の教育行政は急速に動いております。

新しい人事考課制度も間もなくこの四月から導入されます。そして新指導要領による教育課程の

策定、「総合的な学習時間」の研究、更なる「開かれた学校経営」の推進など、教頭が校長のリ

ーダーシップの下、教職員の要となって取り組まねばならない新しい課題や問題点が息つく暇も

なく押し寄せてきております。

本会といたしましても都教育委員会との更なる連携及び校長協会、事務長会をはじめ諸団体か

らのご指導を頂きながら、全日制、定時制・通信制の全教頭の緊密な連携を図りつつ、現下の困

難を打開すべくさらに努力をして行きたいと思います。会員諸氏の本会への結集と一層のご協力

をお願い申し上げます。

おわりに、本会の活動に対しまして貴重なご指導、ご援助をくださいました都教育委員会、特

に指導部の先生方、校長協会、関係各機関の皆様に重ねて厚く御礼申し上げます。また、この会

報の発刊にあたりご多'忙のなか執筆、編集にあたられた関係の諸先生方を始め会員各位のご協力

と、そして教頭会事務局の奥井利一・高橋邦昌両先生のご指導とご尽力に厚く御礼申し上げ、会

報発刊のご挨拶と致します。



次曰

会長あいさつ（発刊によせて）

5．学科別支部教頭会報告

1．普通科高校教頭会……

２．工業高校教頭会………

３．商業高校教頭会………

４．農業高校教頭会………

1．教頭会のあゆみ

1．本会創立以前の教頭会

２．会員数と会費の変遷

３．本会のあゆみ………

４．本会のあゆみ一覧…

９
０
２
３

３
４
４
４

１
３
６
９

6．研究部会報告

１．管理運営研究部会…………･‘

第１委員会（学校管理関係）・’

第２委員会（職務、待遇関係）

２．高校教育研究部会…………・

第１委員会（教育課程関係）・

第２委員会（教育対策関係）.

３．生徒指導研究部会…･………

第１委員会（生活指導関係）・

第２委員会（教科外活動関係）

2．総務部会報告

１．本部の活動…………･･･………

２．平成11年度予算．.…………….

３．平成11年度事業報告･…･･………

４．総会・懇談会…………………

５．幹事会…………………………

６．総務部会………………………

７．その他の会議…………………

８．特別委員会……………………

５
６
７
９
０
１
３
４
５

４
４
４
４
５
５
５
５
５

'３

１４

１６

１７

１８

１９

２０

２１

主な活動報告

全国高等学校教頭会…………

都立高校教頭研究協議会………

四者協議会・四者懇談会………

３

7．会員異動

会員異動……………………………５７

2２

２３

２４

●
●
●

■
Ⅱ
Ⅱ
ユ
（
叩
／
』
（
叩
、
〕

8．編集後記 6０

４．学区別支部教頭会報告

１．第１学区高校教頭会…………

２．第２学区高校教頭会…………

３．第３学区高校教頭会…………

４．第４学区高校教頭会…………

５．第５学区高校教頭会…..…….

６．第６学区高校教頭会…………

７．第７学区高校教頭会…………

８．第８学区高校教頭会…………

９．第９学区高校教頭会・………副

10．第10学区高校教頭会…..……

１Ｌ島しょ地区高校教頭会．.……

12．多摩地区全日制高校教頭会.．

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３



1．教頭会のあゆみ

1．本会創立以前の教頭会 織、やや教頭会的活動を行うようになった。そ

の後昭和38年に全都の高校で組織する本会を創

設した。本会が創立する以前の教頭会の歴史は

次の通りである。（昭和49年２月内山調）

明治19年10月勅令65号「尋常師範学校官制」

第３条「教頭ハ教諭中ヨリ之二兼任シ、学校長

/監督二属シ、教務ヲ整理シ教室/秩序ヲ保持

スルコトヲ掌ル」とあり、また昭和16年３月勅

令第148号「国民学校令」で「学校長及教頭

ハ其ノ学校/訓導/中ヨリ之ヲ補ス、教頭ハ学

校長ヲ補佐シ校務ヲ掌ル」と定めるなど、戦前

は教頭職制度があった。その当時の教育制度は

５年制の中学校・高等女学校・工業学校・商業

学校・農業学校などに分かれていた。戦前の教

頭会は関係の深い学校同志が校務連絡と親睦の

ため集まる程度の会はあったが教頭会としての

組織化されたものはなかった。

戦後の昭和22年３月法律第26号「学校教育法」

公布により、教頭職は法制的になくなったので、

校長の命ずる校務分掌の一部とし名ばかりの教

頭が存在していた。昭和30年都教委は、「校務

主任」の制度を設け、教頭全員に「校務主任」

の辞令を渡し、１２月1日付で任命した。このよ

東教会（普通科）

昭和12年創立。昭和38年本会の創立により、

昭和38年発展的解散

昭和12年春、府立第７高女に府立高女全校の

教頭10名が集り親睦と校務連絡を目的に会を創

設した（故松岡忍岡高女教頭の日記より）｡昭和

18年に都制がしかれ、府立高女も市立高女も全

部都立高女と呼ばれるようになった。そのとき

全都立高等女学校25校が忍岡高女に集り総会を

開き組織を強化した。その後、戦争のため会は

開けなかったが、昭和24年より開けるようにな

り、昭和30年頃より男子系高校の入会も増加し

会は発展してきた。昭和32年に都立高校校務主

任会が発足したがこれと並行して会は存続、昭

和38年都立高校教頭会が創立したので昭和39年

１月２３日、南多摩高校で最後の総会を開き発展

的解散した。

うなことから普・工・商・農などの教頭会は規

約をもうけるなどし、各々「校務主任会」を組

昭２４年昭２５

３１校３５校

３００円３００円

昭２８・ＩＤＯ昭３０年Ｈ３１昭３２年

一Ｆ田４０校４２校４６校
Ⅱﾛロ３００円３００円Ⅱﾛロ300円Ｏ卜Ｌ

８３７８３８ＩＤ０

￣＝…
３００円３００円００ｍ〕０１上 DＯｌＬ )０１聖

会合は毎年５回を目標にし、４回は学校、１回は外部の会場を選んだ。

(昭和４９年２月神藤調、昭和５０年神藤訂正）

１

昭２６年 昭２７年 昭２８年 昭２９年 昭３０年 昭３１年 昭３２年

35校 35校 35校 38校 40校 42校 46校

300円 300円 300円 300円 300円 300円 300円

八潮、市谷 、

紅葉)||、明正

京橋、本所

台東、三田

、

不明 不明
豊島、玉川

桜町、深)|’

、 雪谷、武蔵

北野、大崎

、 南多摩、目黒

神代、江北

、

昭３３年 昭３４年 昭３５年 昭３６年 昭３７年 昭３８年 昭３９年

48校 50校 50校 60校 63校 63校 63校

300円 300円 300円 300円 300円 300円 300円

千歳丘 、

足立、荻窪

橋 、 白鴎、南多摩

富士森、府中

、 竹早、本所

広尾、青山

、 志村、板橋

北多摩
不明 不明 不明

昭２４年 昭２５年

31校 35校

300円 300円

駒場、富士

忍岡、足立

竹台、井草

千歳、鷲宮

、

年度 昭12年 昭１３年

会員数 10校 10校

会費

当番幹事

校と会場

府立第

７高女

昭１４～１７

年不明

昭18年 昭１９年

25校 25校

忍岡

戦争のため昭

和24年まで中

断する



東京都立高等学校校務主任会（普通科）

睦と校務連絡が主なもので、年１回の総会と年

２～３回の幹事会を行う程度の会であった。組

織は普通科高校全体であるが、大島・三宅・八

丈の島関係は未加入、昭和35年府中高、昭和３８

年は深沢・小岩・小平・南・大山の５校新設入

会とし、８６校となる。

昭和32年創立。昭和38年本会創立全校入会、

その後普通科高校教頭会支部となる。

昭和32年１月１７曰駒場高校で普通科高校が集

り、各学区から幹事を出し、その中から代表幹

事を決める組織で創立総会を行った。目的は親

年昭３２年昭３３年昭３４ 昭３５年昭３６Ｈ３７

会員数７６校７６校７６校７７校７７校７７校
△、

500円500円５００円５００円５００円５００円＝

(昭和49年２月神藤、内山調、昭和50年２月神藤、内山訂正）

東京都立工業高等学校教頭会

幹事長、幹事４名に変更され現在に至っている。

組織は工業高校全校であるが、昭和３１年共同実

習所入会、昭和34年一橋工と羽田工が合併、同

年烏山工新設、昭和38年は練馬・荒川・足立・

葛西・田無・多摩・砧・杉並・町田・府中の新

設10校、同年航空工廃止し、共同実習所を含め

て29校となる。

昭和25年創立。昭和38年本会創立全校入会、

その後工業高校教頭会支部となる。

はじめは校長会主催の教頭をねぎらう親睦の

会であったが、昭和31年に校務主任会と名称を

変え、会則を設けるなどし、会長と幹事３名で

運営するようになり、昭和３８年には幹事長と副

Ｈ３］昭34年

２０校２０校２０校２０校

５００円00ｍ５００円５００円

囲
一一一

■、弔田、可

（昭和49年２月内

山・遊佐調、昭和

50年２月内山・元

田訂正）
東京都立商業高等学校教頭会

創立は昭和26年頃らしい。昭和38年本会創立

時に全校入会。その後商業高校教頭会支部とな

る。

はじめのうちは記録がないので不明であるが、

昭和32年に組織を強化し、幹事長制度を設け、

年に数回の会合を行っている。

その後、昭和38年に四谷・赤羽の２校新設入

会し、２５校となった。

、團祀屋■、辱■、”■度

一会員数不

今醤不 ■■、田

用者 (昭和４９年２月八田調）

２

年度 昭３２年 昭３３年 昭３４年 昭３５年 昭３６年 昭３７年

会員数 76校 76校 76校 77校 77校 77校

会費 500円 500円 500円 500円 500円 500円

代表幹事
鈴木菊雄

(駒場）

森本久次郎

(曰比谷）

岸田文男

（西）

渡辺 兀］

(板橋）

細沼情

(白鴎）

田代情三郎

(両国）

年度 昭25年 昭26年 昭27年 昭28年 昭29年 昭30年 昭３１年 昭32年 昭33年 昭34年

会員数 19校 19校 19校 19校 19校 19校 20校 20校 20校 20校

会費 会場校の負担から必要に応じ徴収するようになる 500円 500円 500円 500円

備考 校長会主催の会から教頭会に発展 都立工業高校校務主任会

昭35年 昭３６年 昭37年

20校 20校 20校

500円 500円 500円

都立工業高校校務主任会

年度 昭３２年 昭３３年 昭３４年 昭３５年 昭３６年 昭３７年

会員数 不明 25校

会費 不明 １，０００円

備考 都立商業高校校務主任会



東京都立農業高等学校教頭会

持ち廻り幹事で運営していたが、昭和36年に幹

事を２名に強化し、毎年６回の会合を行ってい

る。会員数は昭和32年に農産高が独立、昭和３６

年大島・三宅・八丈の農業科３校入会、昭和４０

年瑞穂農芸高独立し、９校となる。

昭和24年創立。昭和38年本会創立時に全校入

会。その後農業高校教頭会支部となる。

はじめは記録がないので不明であるが、教頭

の集まる会はあった。昭和30年に会則を設け、

昭34年昭３５年昭３６昭37年

５校５校８校８校２．会員数と会費の変遷

本会創立から現在まで、学校数．会員数.会

費・新設校のあゆみを次の表にまとめた。

＜変遷表について＞

1．本会が設立した昭和38年度は新設17校と廃

校1校があるので125校から140校となった。

２．昭和３８年～昭和45年は普十商・普十農・本

校十分校・共同実習所など各々1校として入

会、会員数は実際の学校数より多い。

３．昭和３８年大森高馬込分校（定）は南高とし

て新設、同年代々木高（定）は３部制となり

入会。

〔会員数と会費の一覧表〕

(昭和49年２月池田調、昭和50年２月山本訂正）

４．昭和40年浅草高（定）は東高（全）に変り

新設、昭和46年大島高差木地分校は大島南校

に変り新設。

５．昭和44年秋川高、昭和４８年大島南高に舎監

長制度が新設され入会、昭和48年だけ世田谷

工高は２人教頭であった。（昭和52年２月

神藤・内山調、その後追加）

(昭和38年以降）

一
学
校
数

饗

Ⅱ
９０

■■

３

年度 昭24年 昭25年 昭26年 昭27年 昭28年 昭29年 昭30年 昭３１年 昭32年 昭33年

会員数 ４校 ４校 ４校 ４校 ４校 ４校 ４校 ４校 4校 5校

会費 不明 不明 不明 不明 不明 不明 500円 500円 500円 500円

備考 教頭の集まる会はあったが細部不明

昭34年 昭35年 昭36年 昭37年

５校 5校 ８校 ８校

500円 500円 500円 500円

都立農業高校校務主任会

年
度

学
校
数

会員数（人）

普
通

工
業

商
業

農
業

計

年会贄（円）

都費 私費 個人 計

新設高校名

※募集停止校名

○転科した高校名

１．１校で２科や２名教頭などの人
会校名

２．分校・共同実習所などの入会枝
名

昭和

38年

140

校

船
人

刈
人

泌
人 ８

人

148

人

500

円

500

円

深沢小岩小平南

大山四谷商赤羽商
荒)||工杉並工砧工
練馬工足立工葛西工

田無工多摩工町田工
府中工 （計17校）

杉並共実北多摩三宅代々木
五日市八丈赤坂大島

(計８）

〃

3９ 141 8８ 3０ 2５ ８ 1５１ 500 500 練馬（計１校）
杉並共実赤坂浅草（定）八丈
江東共実北多摩大島

代々木五日市三宅（計10）

ノノ

4０ 144 9０ 3０ 2４ ９ 153 500 500

秋川久留米東

瑞穂農芸（計４校）
杉並共実赤坂大島
江東共実北多摩三宅
代々木五日市八丈（計９）

ノ
ー

ノ
４

145 9１ 3０ 2０ ６ 147 500 500 日野（計1校） 杉並共実江東共実（計２）

"

4２ 146 9２ 2９ 2０ ６ 147 １，０００ 1,000 羽田（計１校） 杉並共実（計１）
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年
度

学
校
数

会員数（人）

普
通

工
業

商
業

農
業

計

年会費（円）

都費 私費 個人 計

新設高校名

※募集停止校名

○転科した高校名

１．１校で２科や２名教頭などの人
会校名

２．分校・共同実習所などの人会校
名

昭和
4３ 147 9４ 2９ 2０ ６ 149 1,000 1,000 東村山（計１校） 秋１１’（舎監長）杉並共実（計２）

ノノ

4４ 149 9７ 2８ 2０ ６ 151 1,000 1,000 国分寺小笠原（計２校）
秋川（舎監長）
差木地分校（大島）（計２）

″

4５ 149 9７ 2８ 2０ ６ 151 1,000 1,000 (なし） 前年に同じ （計２）

〃
妬

155 102 2８ 2０ ６ １５６ 1,000 ＬＯＯＯ

淵江福生新島
東大和忠生大島南

(計６校）
秋川（舎監長）（計１）

〃

4７ 161 108 2８ 2０ ６ 162 1,000 1,000

片倉府中東神津
永山保谷芸術

(計６校）
前年に同じ（計ｌ）

ノ
（
Ｈ
Ｕ

ノ
川
缶

164 112 2９ 2０ ６ 167 9,000 9,000 葛西南狛江清瀬
(計３校）

秋川（舎監長）大島南（舎監長）
世田谷工（２人制）

(計３）

ﾉﾉ

4９ 168 116 2８ 2０ ６ 170 9,000 9.000

高島足立西調布北
久留米西

(計４校）

秋川（舎監長）

大島南（舎監長）（計２）

β
《
ｎ
Ｖ

〃
反
一
Ｊ

172 120 2８ 2０ ６ 174 9,000 2,000 11,000

水 うこ

野津田
府中西武蔵村山

(計４校）
前年に同じ（計２）

〃
団

177 125 2８ 2０ ６ 179 9,000 5,000 14,000

光丘八王子東青梅東
足立東武蔵村山東

(計５校）
前年に同じ（計２）

''

5２ 184 132 2８ 2０ ６ 186 9,000 5,000 14,000

青井調布南稲城
羽村篠崎小平西
秋留台（計７校）

前年に同じ （計２）

〃
岡

1９１ 139 2８ 2０ ６ 193 9,000 6,000 15,000

蒲田八王子北昭島
大泉北成瀬城東
清瀬東（計７校）

前年に同じ（計２）

ﾉノ

5４ 196 144 2８ 2０ ６ 198 9,000 6,000 15,000

永福足立新田南野
砂川武蔵野北

(計５校）

前年に同じ（計２）

″

5５ 202 150 2８ 2０ ６ 204 9,000 6,000 15,000

大森東大泉学園館

小川日野台小金井北
(計６校）

前年に同じ（計２）

ﾉﾉ

5６ 204 152 2８ 2０ ６ 206 9,000 6,000 １５，０００ 田柄松ケ谷（計２校）
秋川（舎監長）
大島南（舎監長）

(計２）

ﾉﾉ

5７ 204 152 2８ 2０ ６ 206 9,000 6,000 15,000 (なし） 前年に同じ （計２）

ノ
０
０

ノ
Ｒ
Ｊ

207 1５５ 2８ 2０ ６ 209 9,000 6,000 15,000 小平南田無山崎
(計３校）

前年に同じ（計２）

〃
田

209 157 2８ 2０ ６ 211 9,000 6.000 15,000 東大和南東村山西
(計２校）

前年に同じ （計２）

ノ
ハ
Ｕ

ノ
Ｒ
ｕ

210 159 2８ 2０ ６ 213 11,300 6,000 15,000 南平（計１校）
秋川（舎監長）大島南（舎監長）
紅葉111中央校舎

(計３）

〃
Ⅲ

210 160 2８ 2０ ６ 214 11,300 6.000 17,300 (なし）

秋川（舎監長）大島南（舎監長）
紅葉１１|中央校舎
墨田)||堤校舎（計４）
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年
度

学
校
数

会員数（人）

普
通

工
業

商
業

農
業 計

年会贄（円）

都費 私費 個人 計

新設高校名

※募集停止校名

○転科した高校名

１．１校で２科や２名教頭などの入
会校名

２．分校・共同実習所などの人会校
名

昭和
6２ 210 160 2８ 2０ ６ 214 １１，３００ 6，０００ 17,300 (なし） 前年に同じ（計４）

〃
岡

211 162 2８ 2０ ６ 216 11,300 8,000 19,300 八王子高陵（計１校）
秋)|’（舎監長）大島南（舎監長）
紅葉川中央校舎墨田)||堤校舎
国際（開設）（計５）

平成

ﾌＵ 212 162 2８ 2０ ６ 216 11,300 8,000 19,300

国際

※赤城台（計１校）

秋川（舎監長）大島南（舎監長）
紅葉川中央校舎墨田川堤校舎

(計４）

〃
Ｏ
▲

213 163 2８ 2１ ６ 218 11,300 8,000 19,300 単位制（計1校）

秋川（舎監長）大島南（舎監長）
紅葉川中央校舎墨田川堤校舎
単位制（普・商）（計５）

〃
ｑ
Ｊ

212 162 2８ 2１ ６ 217 11,300 8,000 19,300 単位制を新宿山吹と改称
秋）|Ｉ（舎監長）大島南（舎監長）
紅葉川中央校舎墨田川堤校舎
新宿山吹（普・商）（計５）

〃
川
缶

212 160 2８ 2３ ６ 217 11,300 10,000 21,300

※紅葉川中央校舎
○赤坂（晋→商）
○五日市（普→商）

前年に同じ（計５）

〃
貝
』

212 160 2８ 2３ ６ 217 11,300 10,000 21,300 (なし） 前年に同じ（計５）

〃
Ｒ
ｕ

213 160 2８ 2３ ６ 217 11,300 10,000 21,300 (公立学校開設）

秋川（舎監長）大島南（舎監長）
墨田１１|堤校舎、新宿山吹（普・商）

(計４）

〃
庁
Ｉ

214 1６１ 2８ 2３ ６ 218 11,300 10,000 21.300

※北京橋、京橋商
飛鳥開設 前年に同じ （計４）

〃
Ｃ
Ｏ

214 161 2８ 2３ ６ 218 11,300 10,000 21,300

晴海総合高校開設
(計１校） 前年に同じ（計４）

〃
ｎ
コ

211 159 2８ 2２ ６ 215 11,300 10,000 21,300 (なし） 前年に同じ（計４）

〃
皿

211 159 2８ 2２ ６ 215 11,300 10,000 21,300

※江東工
前年に同じ（計４）

ノ
ー

ノ
１

211 158 2８ 2２ ６ 214 11,300 10,000 21,300

新宿山吹２名から１名となる



3．本会のあゆみ 化した。この年から東京都立高等学校教

頭研究協議会が箱根三昧荘にて1泊２日

で始まった。翌年からは２泊３日の研究

協議会になった。

昭和32年度

規則」

けた。

12月：文部省は「学校教育法施行

を改正、第22条に教頭職を位置づ

昭和46年度５月：「教育職員の給与等に関す

る特別措置法」の公布があり、教諭に４

％の教職調整額が支給された。

４７年１月：都教委は教頭が教諭なの

で、管理職手当を15％から１３％に減額し

た。

昭和35年度４月：都教委は「東京都公立学校

の管理運営に関する規則」に教頭職を設

け、「校務主任」を「教頭」に改め〈辞

令を渡した。

４月：文部省は教頭を「管理また

は監督の地位にある管理職手当支給対象」

に入れた。都教委は教頭を管理職と位置

づけ、はじめて管理職手当７％を支給し

た。

昭和47年度「教頭職の法制化」を望む世論の

高まりと共に教頭会意識も強まり、「親

睦会的体質」から「活動できる体質」へ

改善に着手した。役員組織、学区別．学

科別支部教頭会、研究部会組織、継続活

動のできる独立した事務局、これらの運

営に必要な資金等を調査研究し、翌年度

から３年計画で実施することにした。

昭和37年度３８年１月：全国高等学校教頭会は、

都立両国高校で創立総会を開催した。

昭和38年度６月２０日：都立高校校務主任会

（普通科教頭会）と各職業高校校務主任

会（各職業科教頭会）が合同し、「東京

都立高等学校教頭会」が誕生した。当時

の会員数は140校148人であった。

昭和48年度会則を変更し、活動のための細則

を新設した。また、全国高等学校教頭会

と協力し、事務所を新設した。本会は新

役員組織と活動組織を新しくスタートさ

せ、本会の基礎となる大改革に着手した。

都教委のご理解により、教育研究団体会

費（都費）を1校1,000円から9,000円に

増額された。そのお蔭で研究集録・会報

の創刊号が刊行できた。

４９年２月２５日：法律第２号「教員の人

材確保に関する特別措置法」の公布があ

り、教頭職の法制化を望む世論の高まり

と共に教頭会の活動に期待をよせる声が

高まった。本会は全国高等学校教頭会に

協力し、教頭職法制化と教頭職ｌ等級格

付に全力をあげ活動した。

昭和39年度４０年１月：「ＩＬＯ７８号条約批准

にともなう国内法の改正」により「人事

院規則１７－０」を改正した。都教委は管

理職手当を８％に増額した。

昭和４１年度７月９日：文部省は教頭を正式に

管理職の範囲に指定した。

昭和42年度６月：都教委は教頭の管理職手当

を10％に増額した。

昭和45年度：都教委は教頭の管理職手当を１０

％から15％に増額、教頭会に教育研究団

体会費（都費）1校あたり，,000円の割

で補助された。本会はこの年「全国高等

学校教頭会」に正式加入し、本会会則の

-部改正により、毎年交代制の代表幹事

を、継続できる会長制に改め、組織を強

昭和49年度６月１日：法律第70号「学校教育

法の一部を改正する法律」の公布により、

教頭職が法制化されたので、都教委は１０

月ｌ曰教頭に「教頭職」を命ずる辞令伝

達式を挙行した。

６



ものである。５０年３月１日：法律第９号「一般職

の職員の給与に関する法律の一部を改正

する法律」が公布される。（昭和49年

神藤、内山調）

昭和57年度：創立２０周年を迎え、３月４日

「創立20周年記念号」を発行した。

昭和59年度８月：臨時教育審議会設置法が公

布された。

昭和50年度４月１日：都教委は教頭職の７５％

をｌ等級に昇格発令した。これで「３年

計画」の３年目、永年の念願が法制上完

成した。本会の活動のため、会則の一部

改正と各種内規を設け、活動資金１名宛

5,000円（個人負担）の特別会費を10月

に臨時総会を開き決定した。「活動でき

る体質」改善３年計画は、全員一致協力

のもとめでたく完了した。

12月：文部省は主任制度化のため

の学校教育法施行規則の改訂省令を公布

した。

昭和60年度６月１３日：総会で教育研究団体会

費（都費）1校あたり９，０００円から

11,300円へ改正され、通常会費が増額さ

れた。そのお蔭で全日制・定時制合同の

東京都立高等学校教頭研究協議会「研究

協議会報告」創刊号が刊行できた。

昭和62年度：臨時教育審議会第３次答申（４

月）と最終答申（８月）があった。これ

らに呼応して、研究部が中心となり、新

しい時代の高校教育の改善と充実に務め

ていくことにした。

昭和５１年度：石油ショックで、東京都立高等

学校教頭研究協議会は宿泊研修を中止し、

２日の日程で、都内実施となった。

昭和63年度５月：文部省は、初任者研修法を

公布した。

６月９日：総会で、特別会費

6,000円から8,000円に改正された。

昭和53年度６月８曰：総会で、特別会費

5,000円から6,000円に改正された。

昭和55年度５月２２日：法律第57号「教頭職定

数の標準に関する法律の一部を改正する

法律」が施行され、教諭定数の枠内で扱

われていた教頭は、法律で正式定数とし

て定められた。その給与は地方交付税制

度により、保証が受けられる。

５月：事務局は渋谷区宇田川のアパ

ートから、同区道玄坂の島田ビル４階へ

移転した。

７月１５日：東京都条例第７１号「学校

職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例」の公布と、東京都教育委員会規

則第29号「学校職員の給与に初任給、昇

格及昇給等に関する規則の一部を改正す

る規則」の公布により、昭和55年４月1

日付で、校長は特ｌ等級、教頭はｌ等級

に全員格付された。これは昭和52年12月

２１日「給与法の一部改正」の公布による

平成２年度９月：都教委は、校長・教頭・指

導主事の任用制度を改正した。

３月ｌ曰：文部省は校長・教頭・

永年勤続教諭に、期末・勤勉手当の傾斜

配分加算率を通知した。

平成３年度１２月：文部省は生徒数急減のため、

学級定員を45～40に学級編成基準を弾力

化した。

平成４年度６月２３日：本会の３０周年記念式典

を挙行し、総会で､特別会費8,000円から

10,000円に改正された。

９月：学校週５日制を目指し、月

１回土曜曰が休業日になる。これに対応

するよう総務部が中心となり、各校の校

内態勢整備に務めてきた。

（平成４年赤津改訂）

７



平成６年度４月：普通科等の学級編成がｌ学

級40人となり、入学選抜制度が、グルー

プ選抜から各学校単独選抜となった。こ

の制度は平成６年度の入学者から適用さ

れた。また、今年度から、高等学校学習

指導要領が改定され、各校新教育課程の

実施が始まった。本教頭会では、平成元

年度から研究部が中心になって、これに

伴う研究を継続してきた。

６月：平成８年７月に行われる全

国大会（東京大会）を主管するため、本

会は企画委員会を発足させた。

１２月：都教委は、全都立学校の校

長及び教頭に、職務に関する目標と成果

及び職務に関する希望を自己申告させ、

それらを参考にして今年12月の期末手当

から、勤勉手当へ成績率を導入し経過措

置として人事管理の適正を図った゜

向けての「アンケート調査」が行われた。

１月２５日：「これからの都立高校

の在り方」についての答申が公表された。

平成９年度６月：第１５期中央教育審議会が

「２１世紀を展望した我が国の教育の在り

方について」、審議のまとめを答申した。

７月：教育職員養成審議会第１次

答申が提出された。

８月：教育改革プログラムの主な

改訂点が公表された。

９月：都立高校の予算について、

検討報告書（案）が提案された。

１０月：都立高校改革推進計画の概

要が公表され、向う１０年間の長期計画が

具体化されることになった。

本年度の特徴的な活動として、都教委

（指導部）との協議（２回）、定通・事

務長会との話し合いが持たれた。

３月：「都立学校あり方検討委員

会報告書」が答申された。

平成７年度５月：全国大会（東京大会）準備

委員会が総務部を母体にして結成され、

11月に結団式が行われた。

６月：都教委は教頭問題等検討委

員会を設立し、教頭の職務・任用制度・

表彰制度・再雇用制度等について検討を

始めた。本会からは川島副会長がその担

当となった。（平成７年奥井追加）

平成10年度６月：学校教育法の一部改正によ

り、公立の中・高一貫校の設置が可能に

なった。都立高校では都立大学附属高校、

三宅高校が発足する予定である。

７月：「東京都公立学校の管理運

営に関する規則」の一部改正が行われた。

12月：東京都「教員の人事考課に

関する研究会」より中間まとめが公表さ

れた。

３月：「高等学校学習指導要領」

が公布された。

教頭会は都教委と本部役員との連絡会

を２回開催し、諸課題について情報交換

を行い、全教頭に周知徹底に努めた。

平成８年度４月・５月：「補欠募集要項」、

「全曰制間の転学」についての改正が行

われた。

７月～１１月：「教頭問題検討委員

会報告」（平成８年３月）を受けて「校

長及び教頭の任用に関する基準及び東京

都教育委員会表彰実施要項の一部改正」

（７月）、「教頭職務の明確化のための規

定整備について」（10月）、「校長・教頭

業務実態調査について」（11月）、「東

京都立学校事案決定規程の制定」（１月）

等が相次いで出された。

７月２３．２４日：全国高等学校教頭

会総会・研究協議大会が本会の主管で開

催された。

10月：本会の研究部活動活性化に

平成11年度１０月：都立高校改革・二次実施計

画により、全日制23校、定時制17校が統

合または再編成計画の対象として発表さ

れた。

12月：教員人事考課制度につき検

討委員会報告が出され、平成12年度より

実施されることとなった。

８



4．本会のあゆみ一覧

本会運営は、昭和38年創立当初は幹事長制度、４５年から会長制度、４８年度には役員組織と部会

組織の規定を設け、現在に至っている。
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創立総会、白鴎（

総会、曰比谷（

″

″

″

″

白鴎（ ）

）

）

教育会館（－）

私学会館（80名）

精養軒（90名）

″〃

″″

(90名）

(90名）

会員名簿（l3P）

″

″

″

″

″

″

″

(l3P）

(l3P)私費軽減（10P）

(l3P）

(13P)年間行事状況(4P）

(13P)会報（4P）

(l3P） ″ (4P）

(l3P)調査（5P）

高校生徒指導研究協議会発表要旨(都教委編)不明

高校生徒指導研究協議会研究集録(都教委編)不明

全国高等学校教頭会に東京都全員入会

総会出版ｸﾗﾌﾞ（90名） 会員名簿（l3P）

高校生徒指導研究協議会発表要旨(都教委編）３３Ｐ

高校生徒指導研究協議会研究集録(都教委編）４０Ｐ

年度
○会長

副会長

事務局長

次長

総会

総務部会

研究部

部員数（部長名）
刊行物

昭和

4７

○神藤（桜町）

波多野（江東商） なし

総会、青山会館（１００名）

臨時総会、私学会館（80名）

常任幹事会５回

体質改善計画立案と実施準備

なし 会員名簿ｌ５Ｐ

教頭勤務実態ｌＯＰ

高校教頭研究協議会発表要旨（都教委編）４９Ｐ

高校生徒指導研究協議会研究集録（都教委編）４０Ｐ

"

4８

○若林（東）

波多野（江東商）

内山（烏山工）

○神藤 総会、青山会館（110名）

臨時総会（90名）

総務部会14名５回

｢体質改善３年計画」初年度着手

全国教頭会事務局内に本会事務局

を設置

管理研２６名（安部）

高校研２４名（西村）

生徒研２３名（古賀）

会員名簿ｌ６ｐ

会報創刊号４０Ｐ

研究集録創刊号４３Ｐ

高校教頭研究協議会発表要旨（都教委編）６７Ｐ

高校生徒指導研究協議会研究集録（都教委編）不明

"

4９

○内山（烏山工）

波多野（江東商）

安部（北多摩）

○神藤 総会、青山会館（１００名）

総務部会18名６回

全国大会運営委員会（22名）

全国大会（九段会館・都市ｾﾝﾀｰ)、

管理研２８名（吉野）

高校研２４名（長里）

生徒研２２名（古賀）

会員名簿ｌ８Ｐ

会報第２号５８Ｐ

教頭職に関する調査・研究

２５Ｐ

高校教頭研究協議会発表要旨（都教委編）３２Ｐ

高校生徒指導研究協議会研究集録（都教委編）４８Ｐ

文部大臣特別出席 出席520名



1０－

年度
○会長

副会長

事務局長

次長

総会

総務部会

研究部

部員数（部長名）
刊行物

昭和

5０

○内山（烏山工）

千野（井草）

石坂（小石)11）

○神藤 総会、出版クラブ（130名）

臨時総会、 〃 (85名）

総務部会19名５回

教頭会「体質改善３年計画」完了

管理研２８名（吉野）

高校研２６名（長里）

生徒研２２名（ﾉＩ、 林）

会員名簿ｌ８Ｐ

会報第３号４９Ｐ

研究集録第２号７２Ｐ

高校教頭研究協議会提案要旨（都教委編）２８Ｐ

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編）４４Ｐ

〃
別

○千野（井草）

西村（千歳）

吉野（西）

○神藤

内山

総会、青山会館（125名）

総務部会29名５回

管理研２９名（金井）

高校研３０名（長里）

生徒研３７名（′Ｉ、 林）

会員名簿ｌ９Ｐ

会報第４号６９Ｐ

研究集録第３号７５Ｐ

校長選考方法調査５Ｐ

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編）５４Ｐ

〃

5２

○千野（井草）

梅本（北園）

伊藤（忍岡）

○神藤

内山

総会、青山会館（135名）

総務部会26名５回

全国大会運営委員会（79名）

全国大会（国立教育会館．

管理研３５名（金井）

高校研３９名（山崎）

生徒研３７名（諏訪部）

会員名簿２４Ｐ

会報第５号７５Ｐ

教頭研究協議会資料（研究集

録第４号兼全国大会資料)72Ｐ

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編）４４Ｐ

プレスセンター ･サンケイ会館） 出席736名

ﾉノ

5３

○青木（南）

乃万（目黒）

大畑（広尾）

○神藤

内山

総会、市ヶ谷会館（136名）

総務部会29名６回

管理研４８名（杉江）

高校研５１名（浅)11）

生徒研４６名（吉田）

会員名簿２４Ｐ

会報第６号８１Ｐ

研究集録第５号３３Ｐ

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編）４６Ｐ

"

5４

○青木（南）

吉田（志村）

安西（農林）

○神藤

内山

総会、市ヶ谷会館（142名）

総務部会29名５回

管理研５０名（高橋）

高校研７３名（佐藤）

生徒研５２名（大滝）

会員名簿２６Ｐ

会報第７号８３Ｐ

研究集録第６号３４Ｐ

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編）６３Ｐ

′'

5５

○)|｜島（四谷商）

鮎沢（戸山）

大滝（葛西南）

代

神藤

○内山

古賀

総会、市ヶ谷会館（161名）

総務部会30名５回

全国大会準備委員会（６名）

管理研５９名（高橋）

高校研７８名（田辺）

生徒研５４名（松井）

会員名簿２６Ｐ

会報第８号８２Ｐ

研究集録第７号４２Ｐ

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編）４９Ｐ

″

5６

○鮎沢（戸山）

赤津（大森）

桑原（板橋）

○内山

神藤

古賀 鍵w:Ⅱ鵜１１会翼鴎亭大会資料ｉｌ
全国大会(国立教育会館･ｻﾝｹｲ会館･農協ﾎｰﾙ）｜出席973名

ノノ

5７

○赤津（大森）

牛込（鷲宮）

岡田（国立）

○内山

神藤

古賀

総会、市ケ谷会館（176名）

総務部会36名４回

管理研６５名（山田）

高校研７０名（鈴木）

生徒研６９名（白井）

創立20周年臨時号

会員名簿２６Ｐ

会報第10号７４Ｐ

研究集録第８号６６Ｐ

研究集録第９号ｌ３８Ｐ

(教頭の職務に関する研究特集）

高校教頭研究協議会研究集録（都教委編）５３Ｐ
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年度
○会長

副会長

事務局長

次長

総会

総務部会

研究部

部員数（部長名）
刊

’一

ｲ丁 物

昭和

5８

○大森（田園調布）

剣持（杉並）

鈴木（三商）

○内山

古賀

総会、市ヶ谷会館（174名）

総務部会33名４回

管理研６６名（高橋）

高校研７１名（大山）

生徒研７２名（永井）

会員名簿２６Ｐ

会報第11号７８Ｐ

研究集録第10号６６Ｐ

ﾉﾉ

5９

○高橋（明正）

飯島（蒲田）

村上（練馬工）

○内山

古賀

総会、市ヶ谷会館（154名）

総務部会34名４回

全国大会調査委員会８名

管理研６６名（高橋）

高校研７５名（篠田）

生徒研７０名（山本）

会員名簿２６Ｐ

会報第12号８１Ｐ

研究集録第11号６７Ｐ

〃

6０

○山本（駒場）

杉内（江北）

清水（国分寺）

○内山

古賀

総会、市ヶ谷会館（164名）

総務部会34名４回

全国大会準備委員会34名４回

管理研６８名（高橋）

高校研７８名（篠田）

生徒研６７名（岡本）

会員名簿２６Ｐ

会報第13号８３Ｐ

研究集録第12号７７Ｐ

研究協議会報告創刊号５４Ｐ

〃
則

○山本（駒場）

杉内（江北）

小宮（富士森）

○内山

古賀

赤津

総会、市ヶ谷会館（177名）

総務部会35名４回

全国大会運営委員会64名４回

全国大会（国立教育会館、

管理研６７名（白川）

高校研７２名（篠田）

生徒研７５名（白田）

石垣ホール、ニッショウホール）

会員名簿２６Ｐ

会報第14号７８Ｐ

研究集録第13号７４Ｐ

研究協議会報告第２号５９Ｐ

出席1,101名

"

6２

○中村（竹早）

白川（新宿）

廣瀬（保谷）

○古賀

赤津

総会、グランドヒル市谷(161名）

総務部会34名４回

管理研８４名（高橋）

高校研６１名（田口）

生徒研６９名（栗田）

会員名簿２６Ｐ

会報第15号７４Ｐ

研究集録第14号７１Ｐ

研究協議会報告第３号６３Ｐ

〃

6３

○白ノｌｌ（新宿）

廣瀬（保谷）

中村（新）

(千歳丘）

○古賀

赤津

総会、グランドヒル市谷(158名）

総務部会34名４回

管理研９３名（鈴木）

高校研６１名（田口）

生徒研６２名（栗田）

会員名簿２６Ｐ

会報第16号７１Ｐ

研究集録第15号６９Ｐ

研究協議会報告第４号７１Ｐ

平成

兀］

○崎田（狛江）

奥井（豊島）

小峰（棟馬）

○古賀

赤津

総会、グランドヒル市谷(160名）

総務部会34名４回

管理研８６名（木村）

高校研６４名（澤井）

生徒研６８名（福島）

会員名簿２７Ｐ

会報第17号７３Ｐ

研究集録第16号６３Ｐ

研究協議会報告第５号６８Ｐ

〃
。
△

○奥井（豊島）

木村（国分寺）

和田（光丘）

○古賀

赤津

総会、グランドヒル市谷(151名）

総務部会34名４回

管理研８５名（井上）

高校研６５名（進藤）

生徒研６８名（廷藤）

会員名簿２７Ｐ

会報第18号７４Ｐ

研究集録第17号６８Ｐ

研究協議会報告第６号７３Ｐ

〃
９
Ｊ

○木村（国分寺）

和田（光丘）

嶋澤（芝商）

○赤津

奥井

総会、青山会館（140名）

総務部会33名４回

管理研８６名（野中）

高校研６４名（大室）

生徒研６７名（原口）

会員名簿２７Ｐ

会報第19号７３Ｐ

研究集録第18号６８Ｐ

研究協議会報告第７号６９Ｐ

〃
舎
几
缶

○高橋（小平南）

栗林（大泉学園）

井上（瑞穂農芸）

○赤津

奥井

総会、青山会館（174名）

創立30周年記念式典・祝賀会

青山会館（120名）

総務部会34名４回

管理研８１名（浦野）

高校研７０名（大室）

生徒研６６名（結城）

創立30周年記念誌

編集委員会（高橋）

会員名簿２７Ｐ

会報第20号７８Ｐ

研究集録第19号６６Ｐ

研究協議会報告第８号５５Ｐ

創立30周年記念誌８４Ｐ
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年度
○会長

副会長

事務局長

次長

総会

総務部会

研究部

部員数（部長名）
千|」行物

平成

５

○高橋（小平南）

浦野（保谷）

井上（瑞穂農芸）

○赤津

奥井

総会、星陵会館（142名）

総務部会35名４回

管理研７７名（桑原）

高校研７１名（武田）

生徒研６９名（横田）

平成５年１月、奥井

会員名簿２７Ｐ

会報第21号６７Ｐ

研究集録第20号６４Ｐ

研究協議会報告第９号５４Ｐ

昭和45～58年度について追加

〃
Ｒ
Ｕ

○原口（南野）

川島（富士）

内海（墨田工）

○赤津

奥井

総会、星陵会館（132名）

総務部会34名４回

全国大会企画委員会（12名）２回

管理研７４名（牛島）

高校研７５名（武田）

生徒研６８名（横田）

会員名簿２７Ｐ

会報第22号６８Ｐ

研究集録第21号６４Ｐ

研究協議会報告第10号５３Ｐ

〃
ワ
ー

○原口（南野）

)１１島（富士）

白鳥（芝商）

○赤津

奥井

総会、星陵会館（130名）

総務部会35名４回

全国大会企画委員会（12名）３回

全国大会準備委員会（全員）５回

管理研７３名（新妻）

高校研７５名（森本）

生徒研７０名（横田）

会員名簿２７Ｐ

会報第23号６８Ｐ

研究集録第22号６４Ｐ

研究協議会報告第11号５８Ｐ

〃
（
Ｒ
ｕ

○白鳥（芝商）

安盛（小松)||）

中西（井草）

○奥井

坪井

総会、星陵会館（137名）

総務部会35名４回

全国大会企画委員会（12名）５回

全国大会運営委員会（65名）５回

管理研７４名（新妻）

高校研７２名（森本）

生徒研７２名（廣見）

全国大会（国立教育会館、灘尾ホール、石垣ホール）

会員名簿２７Ｐ

会報第24号８２Ｐ

研究集録第23号６２Ｐ

研究協議会報告第12号６０Ｐ

出席1,260名

〃
ｎ
ワ

○白鳥（芝商）

安盛（小松)||）

中西（井草）

○奥井

坪井

総会、星陵会館（152名）

総務部会35名４回

幹事会65名２回

全国大会（松江市）６１名参加

管理研６４名（新妻）

高校研７４名（東）

生徒研７７名（小泉）

会員名簿２４Ｐ

会報第25号６０Ｐ

研究集録第24号５４Ｐ

研究協議会報告第13号５４Ｐ

″

1０

○東（富士）

山口（府中）

松尾（農業）

○奥井

坪井

総会、星陵会館（144名）

総務部会35名４回

幹事会65名２回

全国大会（秋田市）８２名参加

管理研７０名（新妻）

高校研７３名（松尾澤）

生徒研７２名（中村）

会員名簿２４Ｐ

会報第26号５８Ｐ

研究集録第25号５６Ｐ

研究協議会報告第14号６２Ｐ

"

11

○鈴木（深)||）

山口（府中）

齋藤（中野工）

○奥井

高橋

総会、星陵会館（169名）

総務部会35名４回

幹事会65名２回

全国大会（高知市）８３名参加

管理研７２名（新妻）

高校研７１名（小林）

生徒研７１名（大澤）

会員名簿２４Ｐ

会報第27号６０Ｐ

研究集録第25号５９Ｐ

研究協議会報告第15号５６Ｐ



2．総務部会報告

1．本部の活動（総務部会・幹事会を除く）

会長鈴木國夫

平成１１年

４月１９曰

２６曰

５月７日

１４日

２８曰

６月３日

８曰

１０日

１７日

２５日

７月６曰

６曰

８日

１４曰

１５曰

２８日

９月２曰

６日

９曰

10月５日

11月５日

12月１７日

２１日

平成１１年度東京都立高等学校等入学者選抜に関する懇談会

東京都教育管理職連絡会第１回理事会

会計監査・本部役員運営委員会

東京都公立高等学校定通教育関係総会

平成11年度都立高等学校事務長会総会

教頭会総会運営委員会

平成１１年度都立高等学校教頭研究協議会運営委員会（第１回）

総会・研究協議会

人事考課制度に関するアンケート一斉実施（各学区教頭会にて）

東京都教育公務員弘済会第２回評議委員会

四者連絡協議・懇談会第１回準備会

平成１１年度都立高等学校教頭研究協議会運営委員会（第２回）

事務事業連絡会

東京地区公立高等学校ＰＴＡ連合会大会

第１回都教委との研究協議会

～３０曰（金）全国高等学校教頭会総会・研究協議大会（高知市）

平成１１年度都立高等学校教頭研究協議会運営委員会（第２回）

(月）平成１１年度東京都立高等学校等人学者選抜に関する懇司

(月）東京都教育管理職連絡会第１回理事会

(金）会計監査・本部役員運営委員会

(金）東京都公立高等学校定通教育関係総会

(金）平成11年度都立高等学校事務長会総会

(木）教頭会総会運営委員会

(火）平成１１年度都立高等学校教頭研究協議会運営委員会（倉

(木）総会・研究協議会

(木）人事考課制度に関するアンケート一斉実施（各学区教画

(金）東京都教育公務員弘済会第２回評議委員会

(火）四者連絡協議・懇談会第１回準備会

(火）平成１１年度都立高等学校教頭研究協議会運営委員会（§

(木）事務事業連絡会

(水）東京地区公立高等学校ＰＴＡ連合会大会

(木）第１回都教委との研究協議会

（水）～３０曰（金）全国高等学校教頭会総会・研究協議大会

(木）平成１１年度都立高等学校教頭研究協議会運営委員会（畠

(月）平成１１年度都立高等学校教頭研究協議会

(木）事務事業連絡会

(火）会計中間監査・本部役員運営委員会

（金）～６日（土）関東地区教頭研究協議会（茨城県大洗町）

(金）校長会との連絡協議会

(火）役員・研究部幹部協議会

平成１２年

１月１８日

２０曰

２４曰

２月１０日

３月９日

四者連絡協議会・懇談会第２回準備会

事務事業連絡会

四者連絡協議会・懇談会

事務事業連絡会

事務事業連絡会

ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

月
木
火
木
木

く
く
く
く
く

－１３－



2．平成１１年度予算

(1)通常会計（都賛）

平成１１年４月ｌ曰

東京都立高等学校教頭会収入

支出

－１４－

項目 前年度決算 予算 備考

通常会費

雑収入

繰越金

2，３８４，３００

5０９

９１，１４５

2，３８４，３００

5００

8８，４５９

都費211校×11,300円

預金利息

平成10年度より

,△陰 計［。 2，４７５，９５４ 2，４７５，９５９

項 目 前年度決算 予算 備考

運
営
贄

会議費

資料費

旅費

通信費

印刷費

運搬送料

消耗品費

小計

7３，１００

2，７００

6０，３６０

3６，２６０

7，８７５

5０，９４５

1１，３２９

2４２，５６９

8０，０００

3，０００

6０，０００

5０，０００

3０，０００

6０，０００

1５，０００

2９８，０００

総務部会（４回）､幹事会（２回等）

教職員名簿

関東地区教頭連絡協議会

切手代、はがき等

封筒、はがき印刷

全国・都刊行物配布等

事務用品、帳簿等

事
業
費

学科別教頭会

学区別教頭会

研究部会

会員名簿

会報費

研究集録

研究協議会報告

小計

2８５，０００

3０５，０００

3０６，０００

252,000

3６２，２５０

3０１，４７６

3３３，２００

2，１４４，９２６

2８５，０００

3０５，０００

306,000

2５０，０００

3８５，０００

305,000

3２０，０００

2，１５６，０００

普159人×１，０００工２８人×２，０００

商２２人×２，０００農９人×２，８００

215人×1,400 端数切上げ

２１５人×１，４００ 端数切上げ
－■■■■￣￣￣－￣￣－■■－■■－－￣￣￣－－－￣￣－－－－￣￣￣■■■■￣■■■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣--￣￣

Ａ4.700部．２４Ｐ

Ａ4.550部．６４Ｐ

Ａ4.750部．５４Ｐ

Ａ4.500部．６８Ｐ

予備贄 ０ 1９，２５９

合計 2，３８７，４９５ 2，４７３，２５９



(2)特別会計（個人）

平成１１年４月１日

東京都立高等学校教頭会収入

支出

－１５－

項目 前年度決算 予算 備考

特別会費

研究助成金

負担金

雑収入

繰越金

2，１５０，０００

3００，０００

０

4８，１９３

2，２１４，２６８

2，１５０，０００

5００，０００

60,000

5００

2，２５０，８２０

215人×10,000円
￣￣￣■■￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣■■￣￣￣■■■￣￣￣￣￣￣－－■■￣￣－－■■■■￣￣■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣--￣

財・都教育公務員弘済会
￣￣￣￣￣■■￣■■--■■￣￣￣￣￣￣-－■■■■－－￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■⑤￣￣￣￣￣■■￣￣■■－－■■￣￣￣■■￣■■

私立高校部（会費十事務費）
l■■－■■-－￣■￣￣￣￣-－■■'■■■■￣'■■￣￣･■■－￣￣■■￣■■￣■■■■￣＝￣■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■■■■■■■￣￣￣

預金利息
P■■￣■■－■■-－￣￣－－■■－￣－－－－－￣－－￣■■￣■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣--￣￣￣￣-－■■■■■■－－-－￣

前年度より

合計 4，７１２，４６１ 4，９６１，３２０

項 目 前年度決算 予算 備考

運
営
費

会議贄

￣■■￣￣￣￣－－￣￣￣￣￣￣－－￣￣.■■￣￣■■■■

印刷費

旅費

渉外費
￣￣■■－￣￣■■■■￣￣－－■■■■￣￣－－-－■■--

全国会費
■■--■■￣￣￣■■￣￣－－￣■■￣￣－－■■￣￣■■■■

運搬送料費

資料費

周年行事費

食糧費

雑費

小 計

4０８，７９８

1４２，２７５

０

4０，２２０

０

7３，７７０

7８，６００

０

０

2６，４１６

７７０，０７９

4７０，０００

1５０，０００

1７５，０００

6０，０００

4０，０００

8０，０００

80,000

1，９００，０００

2０，０００

30,000

3，０４５，０００

総務部会、幹事会、総会、四者連、 、

都教委、校長会等連絡会、教頭研究究
協、その他諸会議

■■￣■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣

総会資料、コピー用紙等
■■￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣■■■■■■--￣■■－－￣￣￣￣￣￣￣■■￣■■■■￣￣－－-－－－￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

全国大会（２名）他
.■■■■￣￣￣￣■■￣■■￣￣￣￣■￣￣￣￣■■￣￣￣￣--￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣■■￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣.■■￣￣￣

友好団体会出席祝儀等
￣￣－－￣■■－－－－￣￣￣－￣￣■■l￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■’￣￣￣’■■■■￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣

私立高校分
－■■－－－－￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣■■■■￣￣■■￣￣I■■￣￣■■■■￣■■￣■■■■￣￣￣￣￣■■－－■■￣￣

切手、諸資料配送、梱包袋
￣■■－■■￣,■■■■--￣￣－￣￣■■￣￣■■－￣￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣･■■￣■■■■■■￣■■■■￣￣■■￣￣■■￣￣■■￣￣￣■

読売・曰本教育新聞各１年分(繩飽)胆）

創立４０周年基金、資料作成、次回大会
基金その他

‐￣￣－￣■■-－－－￣￣■■－－－￣￣－￣－－－￣￣￣■■■■￣■■￣■■P■Ⅱ■￣￣￣■■￣■■■Ⅱ■￣￣￣￣■■'■■￣￣■■￣￣￣￣

本部役員会、幹事会等
￣－￣￣---－－－￣￣－－■■－－－■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■－－■■■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■l■■￣￣l■■￣￣￣￣■■

全国教頭会費（4名分）他、事務用品等

維
持
贄

慶弔費

人件費

家賃・光熱費

小計

1９７，５６２

7９０，０００

7０４，０００

1，６９１，５６２

1２０，０００

8３０，０００

7４０，０００

1，６９０，０００

退職記念品（９名）等、見舞金等
￣￣■■￣￣￣￣￣￣■■￣￣-－￣■■■■■■￣￣￣￣￣￣■■■■￣￣－－￣￣￣■■■■■■￣￣I■■■■--－－￣￣￣￣--￣■■■■Ｉ

全国分担金（実費ｌ／10）

全国分担金（実費ｌ／４）

予備費 ０ 2，２６６，３２０

合計 2，４６１，６４１ 4，９６１，３２０



3．平成１１年度事業報告

平成１２年３月３１曰

東京都立高等学校教頭会

会合

平成11年４月１５曰（木）総務部会(1)エミール出席３６名

５月１４日（金）第１回幹事会(1)〃〃４２名

６月10日（木）総会・研究協議会星陵会館出席128名

懇談会星陵会館〃８５名

７月１０曰（月）総務部会(2)エミール〃２８名

９月６日（月）都立高校教頭研究協議会都研（教育庁主催）〃全員

１０月１５曰（金）総務部会(3)エミール〃２７名

１１月９日（火）幹事会(2)〃〃３４名

平成12年１月１７曰（月）総務部会（４，鵠'''Ｉ類）〃〃２９名

１月２４日（月）四者連絡会(腋･錠鰄･輔長）〃〃本会２０名

四者連絡会・懇談会〃〃１９名

総務部会（年４回）

1．規約に従って会運営の原案作成及び協議、各学区、各学科・各研究部との連絡調整を行った。

２．第３７回全国高等学校教頭会、総会・研究協議大会（秋田）実施の援助を行った。

３．定期刊行物発行方針・企画・編集や都教育庁関係資料の会員への配布や研究等を行った。

４．総務部会・幹事会・総会等には行政担当者の講話等を通して会員への理解を深めた。

５．教育庁、全国高校学校教頭会、各種友好団体との情報交換に努め、相互理解を深めた。

研究部会（定例曰：毎月第１木曜日）

1．全会員（２１４名）で組織し、管理運営研究部会（第１委員会３５名、第２委員会３７名）、

高校教育研究部会（第１委員会37名、第２委員会34名）、生徒指導研究部会（第１委員会３５名、

第２委員会３６名）の３部会６委員会に分れ、毎月第１木曜曰に研究協議を行った。

２．各委員会毎にテーマを設定し、その研究成果を「研究集録第２６号」にまとめ、教育庁・校長

・教頭（全・定）全員に配布をすると共に、各種友好団体に寄贈した。

３．教育庁主催の教頭研究協議会に各委員会より各１論文、全国高等学校教頭会の全国大会（秋

田大会）に各研究部から１論文（管理研第１、高校研第１、生徒研第２）の研究発表を行った。

４．研究部会・委員会の活性化を図ろため、各委員会毎に学区1名の研究連絡委員を引き続き選

出し、協議内容の充実と全会員への浸透を図るように努めた。

その他

１．都教委と役員との話し合う会を設定し、指導部加藤明主任指導主事を囲んで協議会を７月１５

日に行い、相互の理解を深めた。

２．第３８回全国高等学校教頭会、総会・研究協議大会参加者１，０８６名中、東京から８５名が参加した。

行物

平成１１年度会員名簿

総会資料（平成11年度）

研究集録（第２６号）

研究協議会報告（第１５号）

会報（第２７号）
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●
●
●
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・目標水準を低めに設定したり、成果を独

善的に美化する傾向その他の誤差が一般に

生まれやすい。

・計画的・継続的なシステムが不可欠。

④新しい制度

・新制度は学校管理規程とも関連し重要。

・校長が経営方針を明示していくことがこ

れらの施策全体の成否を左右する。

⑤３段階を基本にした５段階評価

・評価の尺度は確かに難しいものがある。

・無理な順位づけのないよう簡素にした。

⑥評価を行う第三者委員会設置も検討したが

・効果に疑問のあるため避けることとした。

・教育委員会自体が一般行政から独立した

行政委員会である。

⑦教頭が第１次評定者

・管理規程で教頭の位置付けは明確にした。

堂々と第１次評定に当たるよう望む。

以上、学校の英知・英断をお願いしたい。

(3)教育懇談会１７時００分～18時30分

参加８７名

来賓小田原栄人事部参事

星川敏充学務部高校教育課長

佐藤徹指導部高校教育指導課長

加藤明同主任指導主事

有賀泰修人事部管理主事

小栗洋同

撰梅正人同

桑木健同

上杉敏夫都公立高校事務長会長

◎例年以上に多数の来賓のご列席を頂いた。

◎来賓挨拶

教育委員会挨拶（星川課長その他）

全国教頭会長挨拶松野靖臣北多摩

◎新入会員紹介

定通からの転入教頭20名、新任教頭２１名を

紹介し、新人会員代表として

野津田緒環光雄（定通）

明正村井信彦（新任）

の両教頭が挨拶した。

《付、会員の異動》

３／３１退職９名

４／１校長栄進29名含、１０年１１月１名

１０／１光丘今濱勝久上野忍岡校長へ

今橋美文大森東教諭より

4．総会・懇談会

(1)総会・研究協議会

６月１０日（木）１４時30分～15時30分

於．星陵会館

出席会員128名

来賓４名

加藤明指導部主任指導主事

鈴木敏夫都公立高校定通教頭会会長

上杉敏男都公立高校事務長会会長

清水泰岳都教育公務員弘済会理事長

司会：齋藤信一郎（中野工業）

会長挨拶東益三（富士）

来賓挨拶加藤明先生

鈴木敏夫先生

上杉敏男先生

議事議長：山口正光（府中）

１．平成10年度事業報告………………会長

２．平成10年度決算報告………………会計

３．平成10年度会計監査報告………会計監査

４．平成11年度役員選出………………会長

５．平成１１年度部会組織………………会長

６．平成11年度全国役員の推薦………会長

７．正副会長・全国会長候補挨拶

役員・常任幹事・研究部長・委員長

事務局長・次長の紹介……………会長

８．平成11年度事業計画………………新会長

９．平成１１年度予算……………………新会計

１０．その他

※◎議事はいずれも異議なく承認された。

◎校長協会代表は重要会議があり、やむなく

本年は欠席。

(2)講話15時50分～16時50分

小田原栄人事部参事（人事企画）

人事考課を中心として長時間にわたり相

当に踏み込んで話をされた。（以下要旨）

①学校の活力アップ

・社会の要請は非常に強いものがある。

・現行の勤務評定制度はそのための活用が

不充分。是正は不可欠。

②自己申告制度

・面接を必須条件とする点に意義がある。

・教員の職務は自主性尊重という特色があ

るので自己点検は一層強く要請される。

③自然に行われる自己点検の欠点

－１７－



5．幹事会

《第１回幹事会》

５月１４曰（金）14時30分～17時

於．神楽坂エミール

出席者６６名中４４名

【１】講話14時30分～14時50分

直原裕勤労課長

・人事考課問題の当面の状況

検討委員会の動き、主なポイント、今

後の見通しなど親しく説明された。

【２】会議

議長百済９学区常任幹事・小平南

１．開会挨拶…………………………山口副会長

２．会長挨拶………………………………東会長

３．指導部連絡…………………若井田指導主事

４．平成10年度事業連絡………………鈴木会長

５．平成10年決算報告………吉兼・安藤新会計

６．平成10年監査報告………清水・矢嶋新監査

７．平成１１年度事業計画と予算案

…………会長・会計

８．平成１１年度緊急連絡網………………事務局

９．平成１１年度役員組織（都・全国候補）

………東会長・白鳥全国会長

10．平成11年度全国部会組織…………白鳥会長

11．新旧役員挨拶……………都本部・全国三役

12．全国高校教頭会報告……………松野副会長

13．学区・学科・研究部の報告…常任幹事ほか

'4．事務局より（総会その他の連絡）

15．閉会…………………………齋藤新副会長

・ＰＴＡ他の関係団体からは概ね理解された。

・職員団体は検討経過・評価方法への異論のほ

か考課自体に反対との意見が強い。

.「実施できるかできないか」という声が多い

が、これは都政上、解決すべき課題。「どう

したらやれるか」の意見が欲しい。

・主任の活用はここでも重要。文部省との関連

を視野に入れつつ改善を図りたい。

・本人開示を保留せよとの強い要望は伺ったが、

行政系との関連を見ながら検討する。

【２】会議

議長納谷２学区常任幹事・新宿

1．開会挨拶……･……………..……山口副会長

２．会長挨拶.．……･……………………鈴木会長

３．本年度上半期の事業報告…………鈴木会長

４．〃会計中間報告………吉兼・安藤会計

５．〃中間監査報告………清水・矢嶋監査

６．教頭研究協議会報告…………山口副会会長

７．平成12年度行事計画……………齋藤副会長

８．四者連絡協議会………………山口副会会長

９．全国教頭会報告………………松野全国会長

10．会報27号執筆について………………事務局

11．事務局より

12．学区・学科・研究部の報告…常任幹事ほか

13．閉会……………………･…･…･齋藤新副会長

コメント

◎都立高校の甲子園出場につき都庁内カンパ

活動、校長協会・事務長会の対応などと歩

調を合せて予備費から支援金を支出した。

◎関東地区研究協議会報告

11／５～６於、茨城・大洗町

本会は４名参加（内、１名は自費）

管理運営・生徒指導のほか新教育課程への

取組みにつき熱心に協議した。参加150名程

で協議に丁度よい規模だった。

東海村の臨界事故のため、参加予定者から

「会場は安全か？」との問合わせが続き、主

管の茨城県教頭会の担当者は応対に余計に忙

しくなった由。

コメント

◎幹事会は主に総会に提出する議案の審議を

行う重要な会議

◎総務部会からの原案を承認

《第２回幹事会》

11月９日（火）14時30分～17時

於．神楽坂エミール

出席者６６名中３３名

【１】講話14時30分～14時50分

浪花武夫職員課長

．人事考課について

検討委員会・関係団体のヒヤリング・都議会

などの状況の説明と質疑。多くの質問や要望が

出され、予定の２倍の時間を費やした。

1８－



開会挨拶…………………………山口副会長

会長挨拶..…………………･………鈴木会長

都教委の連絡…………………主任指導主事

教頭会総会・懇談会会計について

………………安藤・吉兼会計

９月教頭研究協議会について

……………………山口副会長

全国教頭会報告………………松野全国会長

高知大会での都の研究発表について

…………………各研究部長

都教頭会の活動報告（都教育委員会、四者

協他）……………………鈴木会長

学区、学科、研究部の報告

………常任幹事・委員長

その他（日本教育会役員、他）

………鈴木会長他

事務局より

閉会挨拶…………………………斎藤副会長

6．総務部会

《第１回》

４月１５日（木）14時30分～17時

於．神楽坂エミール

出席３５名中２８名

(1)会議

司会８学区常任幹事（代理）

１．開会挨拶…………………………山口副会長

２．会長挨拶………………………………東会長

３．指導部の連絡……………加藤主任指導主事

４．昨年度の活動の概況と

教育庁関連の課題………………東会長

５．平成１１年度当初の会合曰程…………事務局

６．役員組織と部会組織の名簿…………事務局

７．正副会長、会計、監査推薦…………東会長

８．全国役員候補（三役）推薦…………東会長

９．新旧役員挨拶（都、全国）………新旧役員

10．全国高校教頭会報告…………白鳥全国会長

11．学区・学科の報告…………………常任幹事

12．研究部委員会報告……………部長・委員長

13．事務局からの連絡……………………事務局

14．閉会挨拶…………………………山口副会長
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コメント

◎九月教頭研究協議会の役割分担に関する連

絡が多い。

◎上記報告書の編集は従来どおり全定共同で

行うよう定通に要請することとした。

◎学区などの活動報告に平素以上に時間をか

けることができた。

管理運営規程の施行状況

新教育課程の細部に関する質疑

学事視察企画や配慮について

機械警備の留意点

学校要覧、教職員の死亡・病休への対応

の実際その他実務に関する事項

など多岐にわたる'情報交換がなされている

ことが報告された。

コメント

◎例年通り旧総務部員と新役員候補で開催。

人事異動のため７名が代理出席となる。

◎教育庁指導部教頭会担当

加藤明主任指導主事となる。

◎新役員候補紹介の他、学区などの組織体制

に関する指示・連絡事項が多い。

◎会員数214名昨年比１名減

（新宿山吹２名から１名へ）

◎事務局人事坪井稔治次長退職３／３１

高橋邦昌次長着任４／ｌ

(2)教育懇談会17時30分～19時30分

引続きエミールにて

出席２７名栄進者１名

松尾澤政明野津田高校長（前高校研部長）

にご出席頂いた。

《第３回》

１０月１５日（金）１４時30分～17時

於．神楽坂エミール

出席３５名中２４名

司会ｌ学区三枝隆教頭（九段）

1．開会挨拶…….．………･…………山口副会長

２．会長挨拶……………………………鈴木会長

３．都教委連絡………..…･…加藤主任指導主事

4．会計中間報告…………………………会計

５．中間藍杳報告………………………会計監査

《第２回》

７月９日（金） １４時30分～１７時

於．神楽坂エミール

出席３５名中２６名

佐藤文雄教頭（府中西）司会１０学区

1９－



全国教頭会報告………………松野全国会長

九月教頭研報告…………………山口副会長

四者連絡協議会……………………鈴木会長

平成12年度行事計画……………齋藤副会長

全国大会主管県支援策……………鈴木会長

私立高教頭への入会勧誘について

………………鈴木会長

研究活動費の報告及び研究部活動の活性化

方策…………………………………各関係者

全国ＰＴＡ連合会東京大会への協力依頼

……………連合会会長

今後の予定・他………………………事務局

学区・学科・研究部の報告………各担当者

閉会の挨拶………………………齋藤副会長

６．

７．

８．

９．

１０．

１１．

事務局からの連絡･……･…･………事務局長

次年度への事務引継ぎ………………同次長

学区、学科支部の報告……………常任幹事

研究部会の報告………………部長・委員長

閉会の挨拶･………..……………齋藤副会長
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コメント

◎指導部連絡重要施策に関して教育庁の態

度を踏み込んで説明された。

・国旗国歌についての最近の通達の法的性

格は論議があるやに聞くが、広義の職務

命令である。

・終業式の場で－教員のきわめて不適切な

言動が見られた事例について。事実の性

格から見て管理職の対応の仕方について、

その判断に疑問を抱かせることのないよ

うにされたい。

・教務研究協議会などの代理出席は安易に

ならぬよう教頭先生方にお願いする。

・春季休業日問題について。管理規則通り

に改めるべく通知した後、取り消したこ

とは大変申し訳ない。批判があればこの

席で承りたい。

教頭の主な意見

管理職が説明を重ねて反対を抑えた。，日

に復することに納得のいく説明が困難。教

員間では組合の反対の結果との風評が強く

今後に大きな悪影響を及ぼす。

(2)信念の乾杯

例年通り会議に続き、出席27名。

出席者はいづれも年度末まで解決すべき

課題を抱えているため、会議中は意見交換

が不十分だった点をこの席で補い、短時間

であるが大変活発な雰囲気であった。
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コメント

◎国旗・国歌の件

加藤主任指導主事より全国と都の状況説明

・高校改革第２次計画、人事考課、国旗国

歌を現在の三重点課題と考えている。

・国旗国歌は法制化されたこと、また、意

義の大きさを考慮して校内に問題があれ

ば教育庁全体の支援策を取る。

・社会教育の行事にも国旗を掲揚する。

◎全国大会申込み方法の変更（本会の原則）

主管県の負担軽減の要請に応え、１２年度よ

り学区別に参加費を取りまとめること、参

加者名簿を送ることとした。

◎会員の異動（10／ｌ）光丘高（Ｐ５5参照）

《第４回》

12年１月１７日（月）14時30分～17時

於．神楽坂エミール

出席３５名中２８名

(1)会議

司会３学区寺嶋幸子教頭（荻窪）

１．開会挨拶…………………………山口副会長

２．会長挨拶………………………………会長

３．指導部連絡………………加藤主任指導主事

４．四者連絡会について……………山口副会長

５．特別委員会報告……………………特別委員

６．全国教頭会の報告…………………全国会長

７．支部活動費の報告について…………会計

８．平成12年度の行事計画…………齋藤副会長

９．校長会との話合いについて…………会長

7．その他の会議

《教育庁指導部と役員の話合う会＞

７月１５日（木）加藤明主任指導主事を事務局

をお招きし、学校経営や教頭会の諸活動につい

て、率直なお話しを頂き、活発に質疑が交わさ

れ有意義な２時間であった。
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8．特別委員会

会 長鈴木國夫

l・日本教育会全国評議員

都支部理事

鈴木國夫（深川）山口正光（府中）齋藤信一郎（中野工）

都支部評議員

三枝陸（九段）納屋信（新宿）寺嶋幸子（荻窪）宮島二郎（文京）

藤松雄二（青井）辻雄一郎（紅葉川）大矢保雄（八王子高陵）

櫻川紘久（武蔵村山）百濟琢也（小平南）佐藤文（府中西）

２．同和教育推進協議会委員

大澤紘一（南葛飾）

３．都立高等学校基本計画検討委員会・専門部会委員

木嶋智恵（田園調布）小林聰（江東工業）本間豊（羽田工業）

亦木一彦（田柄）矢島賢二（飛鳥）小暮守雄（鮫津工業）小林勝（松が谷）

浅井康明（福生）恩田実（秋留台）小倉幸夫（東村山西）手打和明（第五商）

大森地区単位制高校基本計画をはじめとする１１の専門部会に参画。

４．東京都教職員互助会運営委員

近藤國男（小金井工）

5．東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会相談役

鈴木國夫（深川）

都ＰＴＡの在り方、全国大会の東京都での開催の件等。

6．東京都教育公務員弘済会（東京支部評議員）

鈴木國夫（深川）山口正光（府中）

７．東京都教育管理職等連絡会委員

鈴木國夫（深川）

職務上の任務に起因する訴訟の費用の貸付と学校教育の円滑な運営を図ろ。

事務局は東京都公立高等学校校長会事務局。

8．東京都教育管理職等応訴費用貸付審査会委員

山口正光（府中）

職務上の任務に起因する訴訟の費用の貸付の可否及び貸付額の審査を行う。

9．都立学校教育活動経費等検討委員会設置に伴う検討委員

山口正光（府中）
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3．主な活動報告

1．全国高等学校教頭会

１．会合

11年５月１１日（火）監査・本部員打合せ東京・事務局４県12名

２５曰（火）第１回全国総務部会東京・ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷６県１９名

６月４日（金）地区研究協議会（全国）〃〃４６県２市９３名
″″ 第１回全国|理事研究協議会〃〃〃〃

７月６日（火）第２回全国総務部会〃〃６県１６名

２８日（水）研究部会（副部長会）高知・高知会館10県１６名

第２回躯理事研究協議会〃〃４７県３市８６名″

２９日（木）総会・研究協議大会(蔦１８）〃・高|U県民会館他４７県４市1,037名

３０日（金）研究協議大会(第２H）〃〃〃〃

１０月１２日（火）中間監査・本部員打合せ東京・事務局３県１０名

１９日（火）第３回全国総務部会東京・ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ケ谷５県１５名

11月１１日（金）全国常任理事会東京・ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ヶ谷１５県２５名

２．地区協議会

北海道地区①５月２０日～２１日北見支部主管近畿地区①７月２日～３日和歌山県主管

〃〃②１１月２４日札幌支部〃〃〃②10月２７日奈良県〃

東北地区１０月２１日～２２曰山形県〃中国地区８月１１日～１２日広島県〃

関東地区１１月５日～６曰茨城県〃四国地区非開催年

ｊ雌[W髄地区11月２６日～２７日新潟県〃九州地区１０月２１日～２２日福岡県〃

東海地区１１月１５日静岡県〃

３．刊行物

発表資料集第19号平成１１年７月７日104頁2,100冊参加者･県教委･県校長会に配布

全国要覧第22号〃９月11日５１〃6,100冊会員･県教委･県校長会に配布

会報第56号〃１０月２日１２〃6,050冊〃〃〃

全国大会集録(高知県）〃１１月２５日134〃6,050冊〃〃〃

研究集録第24号〃１０月２９日１２７〃6,050冊〃〃〃

調査研究集第23号〃１０月２９日６３〃6,050冊〃〃〃

会報第57号平成12年１月１０日１６〃6,200冊〃〃〃

４研究発表

16県24題（東京３題、秋田３題、群馬２題、高知２題、佐賀２題、１１県各１題）
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全国大会 研究集録 計

管理運営

高校教育

生徒指導

島根長野東京北海道高知

東京山形愛知愛媛高知

大阪東京千葉大分高知

群馬埼玉神奈)|’

北海道兵庫

北海道岐阜愛知長崎

８県８題

７県７題

９県９題



４．参加対象都立高等学校教頭318名

全日制課程214名（副校長・舎監長を

含む）

定時制・通信制課程104名

５．内容

中心課題：都民の期待に応える都立高校

の創造

一開かれた都立高校を目指して－

６．分科会

当面する教育諸課題について６分科会を

設け、提案に基づいて研究協議を行う。

第一分科会学校における危機管理

第二分科会教頭の職務

第三分科会総合的な学習時間につ

いて

第四分ｷﾞ斗会新しい高等学校像を求

めて

第五分科会問題事例の分析と防止

策について

第六分科会生徒指導の体制と実態

７．全体会

講話等を通じて、これからの高等学校教

育の改革、改善と発展を図ろ視点や発想を

新たにするとともに、人権尊重教育を踏ま

えた学校経営に関する識見を高める。

2．都立高校教頭研究協議会

（教育庁指導部主催）

本研究協議会は、今年で30年を迎えた。昭和

45年学校紛争を期に始まり、当初1泊２日、後

に２泊３日の宿泊研修として実施されてきた。

その後、場所を都立教育研究所に移し、２曰

間にわたり実施されるようになった。平成４年

度から、教育庁所管事項を別の機会に行うこと

により、全体会・分科会をｌ曰にまとめて実施

してきた。

今年は９月６日（月）に都立教育研究所にお

いて行われた。本年より諸般の事情で、午後か

らの半曰の研究協議会になり、分科会の後、全

体会での指導部挨拶・講話・人権尊重の話の順

序で実施された。

研究協議会を実施するに当たり、以下の曰程

で準備のための運営委員会を持った。

６月８日（火）第1回運営委員会

都庁第２庁舎

運営委員全員

７月６曰（火）第２回運営委員会

都庁第２庁舎

運営委員全員

９月２日（木）第３回運営委員会

都立教育研究所

運営委員全員及び会場・記

録責任者

(1)あいさつ

指導部高等学校教育指導課長

佐藤徹先生

(2)講話「学校を取り巻く、学務部の

課題」

学務部高等学校教育課長大崎徳三郎先生

(3)「人権尊重の話」

指導部主任指導主事加藤明先生

(4)あいさつ

東京都公立高等学校定通教頭会

鈴木敏夫

東京都立高等学校教頭会

鈴木國夫

実施要項

１．趣旨

時代の進展や地域社会の実態、生徒の特

性などに応じた創意工夫のある教育活動を

展開するとともに、都立高校改革推進計画

を踏まえ、都立高等学校の個性化・特色化

を図り、都民の期待に応え得る高等学校教

育を推進するため、当面する教育課程につ

いての研究協議を行い、教頭としての識見

を高め、各都立高等学校の学校運営並びに

教育指導の充実に資する。

２．日時

平成11年９月６日（月）

１３：１５～１６：３０

３．場所

都立教育研究所

副会長齋藤信一郎

（中野工）記
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3．四者協議会・四者懇談会 力ある都立高校の再生に努力を傾注したい。

１．教頭職務の効率化について。(1)副校長（実

質増員）または教頭複数制の早期実現。(2)各種

調査項目曰の整理・統合。２．学校運営などに

ついて。(1)機械警備の導入に伴う、出勤簿に変

わるＩＤカード等の早期導入。(2)教員の特殊業

務手当の増額。(3)全都立高校の教育の早期冷房

化。３．教頭の待遇改善について。(1)管理職手

当15％の早期実現。(2)長期在任教頭の単色時の

優遇措置と退職時の再雇用ポストの開拓。

[定通教頭会］

1．定通教職員の重質。(1)異動促進。①新採以

来の定時制教諭を全日制へ異動。②－度は定時

制・通信制を経験させる。(2)学級減による教員

定数減への対応。①定数十加配。②養護教諭の

配当（又は嘱託員の配置)。２．定通施設設備の

充実。(1)給食室に空調設備。(2)定時制専用特別

室（教室・進路指導室・相談室）の充実。３．

定通教育補助金の拡大と増額。(1)修学旅行補助

金の対象者の拡大と増額。(2)給食補助金（従来

通りで）。４．学校運営その他。(1)ＩＤカード

またはタイムカードの導入（全・定通共通）。

(2)定通教頭の各種会合を午後に設定。(3)機械警

備の円滑な導入のための予算措置(4)部活動費の

増額

[校長協会］

１．学校経営への具体的方策。

(1)複数教頭制の実施。(2)事務長の管理職等への

位置付け。(3)各主任の中間管理職への位置付け。

(4)学校の特色化と教員の異動。２．新教育課程

への対応。(1)必修クラブ廃止に伴う激減緩和策。

(2)地域との連携のための全都的施策。

各会の説明後、質疑と指導・助言に入り、ま

ず、高橋副参事からは、定時制関係について

（ｲ）来年度は、給食関係での補助金の減額が実

施されるが、今の財政招待では復活することは

難しい。（ﾛ）空調については、改修に伴って導

入しているようである。などのご指導をいただ

いた。次に、佐藤課長から、（ｲ）事務長が広報

・サービスの窓口として自覚していただいてい

ることはありがたいことであり、報告書の中の

有益な提言については、今後の進行の中で大い

に努力していく。（ﾛ）教頭会の職務の効率化の

中での(2)については、常に迷惑をかけている。

組織の縦割りの中での、仕方のない部分もある

第15回四者連絡協議会は、平成12年１月２４日

（月）、午後２時30分より、神楽坂エミールに

おいて開催された。来賓として都教育庁より、

指導部高校教育指導課長佐藤徹、体育部保健

給食課学校健康担当副参事高橋公夫のお二人に、

お忙しい中をご出席いただいた。各会からの提

案事項は次の通りであった。

[事務長会］

1．事務長の職位・職責の位置付けに関して

事務長は、校長を頂点として教頭とともに学

校経営の三役であり、学校業務全般にわたる意

志決定過程の管理監督者として重要な責務を負

っている。校長のリーダーシップを補完する職

能として、その責任と権限を行使するためにも、

全事務長を課長補佐と管理職員等に位置付けて

欲しい。

２．事務室組織の整備に関して

事務室長校には庶務係と経理係の二係制が設

置され、それぞれに庶務・経理係長が配置され

ているが、事務長校には、一部の学校に経理担

当係長が配置されているにすぎない。地域と連

携した開かれた学校づくりや、中教審答申の学

校の自主性・自律制の確立を公平なものにする

ためにも、二係制が実施されるまでは経理担当

係長を全校配置していただきたい。

３．事務職員定数の適正配置に関して

私費会計（積立金、ＰＴＡ会費）については、

公費（授業料）と同額近くになり、その執行も

公費会計と同じ手続きで処理するため、かなり

の負担になっている。その上、開かれた学校の

推進のため、広報・サービスの窓口としての組

織対応や生涯教育・防災・進路対策等への対応、

個性化・特色化の学校教育を一層充実させるた

めにも、一律、学級数で算定する事務職員の定

数方式を新たな視点で検討していただきたい。

当面、嘱託員を文書扱い校だけでなく、学校の

事情を考慮し、配置していただきたい。

［全日制教頭会］

都立高校について、より良い学校改革を推進

するためには、学校現場と都教育委員会の緊密

な協力関係が大切である。そのためには、教頭

のモラールアップをはかることが重要であり、

次の要望を通してその実現を願うと同時に、活
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が、これからの組織の改編の中で、改善・見直

しされると思う。（ﾊ）定通の修学旅行の補助金

については、学校マニュアルの中で述べられて

いるが、５専門部会が設置され、学校徴収金に

ついて議論されている。いずれにしても、費用

の安いものでし、行事としてこれからも続けら

れるか同化の加点が大切である。（二）校長会の、

主任については、自覚を持って研修に励んでも

らえる方が任命されることが望ましい。必修ク

ラブについては、都でも激減緩和策に関し、予

算の面で苦労しているが、新学習指導要領の関

連でなくなってしまうとの観点もある。実際に

は、部活動が充実している学校への傾斜配分を

必要であろう、との指導をいただいた。

以上概略について述べたが、総じて、現在の

都の財政状態が施策の面に大きな影響を与えて

いることは否めない。ただ、教育は、これから

の日本を担う子供たちの資質向上・育成のため

に行われるのであるから、最重点項目として、

予算措置して頂きたい。私達も、そういった心

構えで教育に当たって行かねばならない。

終了後懇親会に入り、教育庁から中島教育長、

中野次長他13名の部長、参事、副参事、課長な

方々にご参加いただき、全体で150名が参加し

た。テーブルを囲みながら、来年度の教育施策

や課題についての都立高校の現状分析や、社会

情勢についての話題に話が弾み、昨年以上の盛

り上がりの中で幕を閉じることが出来た。

副会長山口正光（府中）記

鱸
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4．学区別支 部教頭 会 報 告

1．第１学区高校教頭会 １．指導部連絡

２．都教頭会より

３．学区教頭会より

４．学区ＰＴＡ連合会より

５．情報交換

第６回定例会

平成１１年10月２１曰（木）14時～17時

鮫津工業高校参加20名

１．指導部連絡

２．都教頭会より

３．学区教頭会より

４．学区ＰＴＡ連合会より

５．情報交換

第７回定例会

平成１１年11月１８曰（木）１４時～17時

一橋高校参加18名

１．指導部連絡

２．都教頭会より

３．学区ＰＴＡ連合会より

４．情報交換

第８回定例会

平成１１年12月10日（金）14時～17時

日比谷高等学校参加17名

ｌ・指導部連絡

２．都教頭会より

３．学区教頭会より

４．学区ＰＴＡ連合会より

５．’情報交換

第９回定例会

平成12年１月２０日（月）14時～17時

九段高校参加20名

１．指導部連絡

２．都教頭会より

３．学区ＰＴＡ連合会より

４．，情報交換

第１０回定例会

平成12年２月１０日（木）１４時～17時

三田高校（予定）

第１１回定例会

平成12年３月９日（木）１４時～17時

赤坂高校（予定）

第１回定例会

平成11年４月２０曰（木）１４時～17時

蒲田高等学校出席者21名

１．指導部連絡（学区担当：荒川指導主事）

２．都教頭会より

・研究部会の所属等

３．学区教頭会より

・電話連絡網の確認等

４．学区ＰＴＡ連合会より

５．情報交換

第２回定例会

平成１１年５月１８曰（木）

大森東高校参加18名

ｌ・指導部連絡

２．都教頭会より

３．学区教頭会より

４．学区ＰＴＡ連合会より

５．情報交換

第３回定例会

平成１１年６月２２日（火）

芝商業高校参加19名

１．指導部連絡

２．都教頭会より

３．学区教頭会より

４．学区ＰＴＡ連合会より

５．’情報交換

第４回定例会

平成１１年７月１２日（月）

港工業高等学校参加

14時～17時

14時～17時

14時～17時

港工業高等学校参加19名

１．指導部連絡

２．都教頭会より

３．学区教頭会より

４．学区ＰＴＡ連合会より

５．’情報交換

夏季管外視察

平成11年８月２３日（月）～２４日（火）

三重県立昴学園高校、伊勢高校参加19名

第５回定例会

平成１１年９月１６日（木）１４時～17時

羽田工業高校参加19名

常任幹事三枝隆（九段）記
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2．第２学区高校教頭会 1．指導部

２．協議・'情報交換

２学区Ｐ連宿泊研修・学校運営連絡協議会試

行校等

○[第６回定例会］

平成11年10月２１日（木）１４時～17時

芸術高校

１．指導部

２．幹事会報告

３．協議・‘情報交換

四者連絡会要望事項・学校説明会等

○[教頭研修会１１．第７回定例会］

平成11年11月１８日（木）(1)研修会14時～15時、

(2)定例会15時～17時

世田谷工業高校

（１）研修会

ｌ・中村学園中・高等学校の人事考課につい

て

講師：清水益太良【中村学園中・高校長

２．質疑応答

（２）定例会

ｌ・指導部

２．幹事会報告

３．協議・'情報交換

インターンシップ等

○[第８回定例会］

平成１１年12月１０日（金）14時～17時

烏山工業高校

ｌ・指導部

２．幹事会報告

３．協議．,情報交換

コーチングスタッフ出版社の出版物・総合的

な学習の時間等

○[第９回定例会］

平成12年１月２０日（木）14時～17時

砧工業高校

1．指導部

２．幹事会報告

３．協議・情報交換

３月例会日程・情報教育アドバイザー等

○[第１０回定例会］

平成12年２月１０日（木）14時～17時

市ヶ谷商業高校予定

○[第１回定例会］

平成１１年４月２０曰（木）１４時～17時

玉川高校

ｌ・指導部（学区担当：上山、金子指導主事）

挨拶・高指課異動・事務分担・諸連絡

２．学区教頭会役員選出

常任幹事（納屋：新宿）

学区幹事（田中：松原、大河内：深沢）

会計（吉兼：園芸）

３．自己紹介

４．協議・情報交換

月例会会場確認・研究部所属決定等

○[第２回定例会］

平成１１年５月１８曰（火）１４時～17時

千歳丘高校

ｌ・指導部

２．第１回幹事会報告

３．協議・情報交換

勤務時間・企画調整会議の現状・８月学事視

察等

○[第３回定例会］

平成１１年６月２２日（火）１４時～17時

明正高校

ｌ・指導部

２．協議・情報交換

学区ＰＴＡ３１継会・人事考課の現状等

○[第４回定例会］

平成１１年７月１２曰（月）１４時～17時

深沢高校

Ｌ指導部

２．協議・`情報交換

学校要覧の記載内容・教頭研修会内容等

○[教頭研修会Ｉ］

平成１１年８月１１日（水）14時～17時

新宿山吹高校

１．新宿山吹高校の概要

２．教員の人事考課について

講師；安井幸生新宿山吹高校長

３．研究協議

４．，情報交換・諸連絡

○[第５回定例会］

平成１１年９月１６日（木）１４時～17時

小石川工業高校 常任幹事納屋信（新宿）記
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3．第３学区高校教頭会 第５回定例会

平成１１年９月１６日（木）14時～17時

杉並高校２２名出席

１．指導部連絡継続研修申請・報告の不備、

緊急雇用対策として1情報教育アドバイザー

配置

２．協議・情報交換

人事考課、学校運営協議会、３学区Ｐ連の

研修会、特別昇給、学校案内について

第１回定例会

平成11年４月２０日（火）１４時～17時

練馬高校２４名出席

ｌ・指導部連絡高指課事務分担・異動他

２．異動紹介転入５名

３．役員選出常任幹事寺嶋（荻窪）

幹事筒丼（大泉北）

正角（武蔵丘）

会計佐々木（農芸）

４．協議・情報交換

全国教頭会、都教頭会、月例会、研究部会、

会費徴収等

第６回定例会

平成11年10月２１日（木）14時～17時

大泉北高校１９名出席

1．異動紹介昇進１名、転入1名

２．指導部連絡事故報告、文化祭等における

飲食物の取扱い、進路指導調査依頼、放置

自転車キャンペーン、生徒表彰の推薦等

３．協議・'情報交換

四者協提案資料、ＰＴＡ連合会東京大会、

就学計画、教頭会研修報告（府中刑務所

視察）、必修クラブ予算、習熟度別授業、

争議行為等

第２回定例会

平成１１年５月１３日（木）14時～17時

武蔵丘高校17名出席

１．指導部連絡事故報告・高卒者採用選考・

初任者研修・司書教諭講習

２．協議.,情報交換

土曜日の図書館開館について・部活動手当

てについて・業務、服務監察について等

第７回定例会

平成１１年１１月１８日（木）14時～17時

第四商業高校２０名出席

１．指導部連絡事故報告、人権に配慮、情報

教育アドバイザー、学校設置教科・科目等

２．協議・情報交換

来年度の持ち時数18時、教頭研修年４回、

業務・服務監察、争議行為等

第３回定例会

平成11年６月２２日（火）１４時～17時

杉並工業高校１９名出席

１．指導部連絡指導要領・出席簿の記入、事

故報告、学校外学習の単位認定、各会議・

研修日程、暴走族情報等

２．協議・情報交換

学事視察、都教頭会の総会・研究協議会開

催について、業務・服務監察、出勤監査、人

事考課、機械警備等

第８回定例会

平成11年12月10日（金）１４時～17時

光丘高校２０名出席

ｌ・指導部連絡事故報告、学期末の授業日、

調査書の記入について、スキー教室につい

て、教務研、卒業式・入学式の適正な実施

等

２．協議.,情報交換

機械警備、来年度予算・人事について、国

旗・国歌の件、春季休業日の終期の件

第４回定例会

平成１１年７月１２日（月）14時～17時

練馬工業高校18名出席

ｌ・指導部連絡生指研、国旗・国歌、事故報

告、合宿等の実施計画書、夏季休業日の生

活指導等

２．協議・』情報交換

都・全国教頭会総務部会報告、人事考課、

勤務時間の割振り、長期休業中の教員動静

表、卒業式の形態、生指研等
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4．第４学区高校教頭会第９回定例会

平成12年１月２０（金）１４時～17時

井草高校２０名出席

１．指導部連絡事故報告、進級・卒業の認定

について、１２年度授業公開、教育課程事前

相談、卒業証書の作成について等

２．協議・情報交換

都教頭会12年度行事予定等、行事等の来賓

について、学期末の特別指導期間について、

国旗・国歌について等

第１回定例会

平成１１年４月２０日（木）１４時～17時

城北高校出席者17名

１．会場校萩原校長挨拶

２．指導部、高橋指導主事、宇都宮指導主事挨

拶、連絡（国旗国歌、体育的行事、学校要覧

開示等）

３．総務部会報告

４．協議・情報交換

学区幹事・研究部委員決定、学会会計報告

特殊業務手当、研究資料費

第２回定例会

平成11年５月１８曰（火）14時～17時

飛鳥高校出席者18名

１．会場校和田校長挨拶

２．指導部諸連絡（体育活動の事故防止等）

３．幹事会報告

４．協議・情報交換

国旗国歌、ＰＴＡ、管理運営規程、修学旅

行、人事考課

第３回定例会

平成１１年６月２２曰（火）１４時～17時

北園高校出席者名

１．会場校増田校長挨拶

２．指導部諸連絡（出席簿の氏名の扱い等）

３．協議・情報交換

監査、学修の単位、周年行事、生徒事故、

生徒指導研ﾚﾎﾟｰﾄ、同和研、通所研修、暴走族

第４回定例会

平成11年７月１２日（月）１４時～17時

板橋高校出席者18名

１．会場校石井校長挨拶

２．指導部諸連絡（学習指導要領移行措置等）

３．総務部会報告

４．協議・情報交換

授業持ち時数、学習指導要領の移行措置、

海外旅行

第５回定例会

平成11年９月１６日（木）１４時～17時

北野高校出席者18名

1．会場校高橋校長挨拶

２．指導部諸連絡（開示請求、,情報教育アドバ

ザー等）

第１０回定例会

平成12年１月２２曰（木）１４時～17時

西高校にて開催予定

学事視察

平成11年８月５日（木）

８月６曰（金）１泊２曰

新潟県立の特色ある高校を視察。

新潟商業職業高校として４年生大学に進学

の道を開いている学校。

巻農業猛暑の中、シクラメン・胡蝶蘭の

温室栽培を見学。汗びっしょり。

長岡学年と進路の協力体制で成果をあ

げている。

国際1情報生徒の海外研修実施。国際文化と

情報学科で12学級。

常任幹事寺嶋幸子（荻窪）記

蝋
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5．第５学区高校教頭会３．協議・’情報交換

新学習指導要領、総合的な学習の時間、学

区ＰＴＡ

第６回定例会

平成１１年10月２１日（木）１４時～17時

高島高校出席者16名

１．会場校小林校長挨拶

２．指導部諸連絡（文化祭、進路指導等）

３．総務部会報告

４．協議.!情報交換

休暇、学区ＰＴＡ、職員健康診断、習熟度

授業

第７回定例会

平成11年11月１８日（木）14時～17時

大山高校出席者17名

1．会場校岡村校長挨拶

２．指導部諸連絡

３．幹事会報告

４．協議・’情報交換

文書管理、人事考課、教育課程の移行、‘情

報教育アドバイザー、国旗国歌、学区PTA

第８回定例会

平成11年12月10日（金）１４時～17時

文京高校出席者18名

１．会場校鈴木校長挨拶

２．指導部諸連絡（部活動指導員、春季休業日

の終期等）

３．協議・'情報交換

2000年問題、生徒台帳、私費会計、総合的

学習の時間

第９回定例会

平成12年１月２０日（木）14時～17時

牛込商業高校出席者18名

1．会場校山田校長挨拶

２．指導部諸連絡（春季休業曰の終期、特別指

導期間中の扱い、総合的学習の時間、授業公

開等）

３．総務部会報告

４．協議・'情報交換第10回定例会

講師時数、春季休業曰の終期、国旗国歌

第１回定例会平成11年４月２０曰（火）

竹台高校出席者18名

１．都教委諸連絡（高指課異動、学区担当、事

務分担、研修会等の曰程、危機管理等）

２．総務部報告（教頭異動状況、学区教頭会組

織編成、所属研究部の確認と変更等）

３．協議、情報交換（財務・服務監察等）

第２回定例会平成11年５月１８曰（火）

蔵前工業高校出席者16名

１．都教委諸連絡（事故報告・苦情等、継続研

修名簿不登載、時間割の提出、新学習指導要

領、学校外の単位の認定等）

３．協議、情報交換（学区各校の監察状況、機

械警備の導入、体育館開放状況、管理主事の

学校訪問状況等）

第３回定例会平成11年６月２２日（火）

晴海総合高校出席者13名

１．都教委諸連絡（指導要・出席簿の記入につ

いて、初任者研修等）

２．協議、情報交換（新学習要領の移行措置、

機械警備への対応、生指研の様子と資料等）

第４回定例会平成11年７月１２曰（月）

台東商業高校出席者16名

１．都教委諸連絡（クラブ活動の廃止、新学習

指導要領への対応、ホームページ等）

２．総務部報告（四者連絡会提案事項、平成１１

年度教頭研究協議会について等）

３．協議・'情報交換（財務・服務監察等）

学区教頭会研修旅行

平成11年７月３１日（士）、８月1日（日）

週休日に茨城県五浦方面へ、参加者９名

第５回定例会平成11年９月１６日（木）

荒川工業高校出席者12名

１．都教委諸連絡（文化祭体育祭の指導につい

て、児童生徒の表彰候補者の推薦、総合的な

学習の時間、各種会議・研修会等の日程）

２．協議・'情報交換（新教育課程編成の進捗状

況、必修クラブ廃止に伴う点、体験入学の日

時等）

第６回定例会平成11年10月２１日（木）

忍岡高校出席者16名

１．都教委諸連絡（９月の事故等の概要、事例

文化祭等における飲食物の取り扱い、進路指

常任幹事宮島二郎（文京）記
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6．第６学区高校教頭会導に係わる調査依頼、駅前放置自転車クリー

ンキャンペーンについて）

２．総務部報告（卒業式・入学式の適正な実施

について、‘情報教育アドバイザーの派遣につ

いて、トライ.アンド・チャレンジ月間につ

いて）

３．協議・情報交換（'情報教育アドバイザー有

効活用について、都立高等学校合同説明会の

成功に向けて、献本の調査依頼）

第７回定例会平成11年１１月１８曰（木）

上野忍岡高校出席者16名

１．都教委諸連絡（10月の事故報告等、来年土

の管理職研修等）

２．総務部報告（浪花職員課長「人事考課制度」

の講演要旨について、四者連絡会の提案事項

の検討等）

３．協議・情報交換（授業公開について各校の

様子と課題、校長・教頭研修に臨むに当たっ

て、人事考課制度を如何に推進するか）

第８回定例会平成11年12月10曰（金）

江北高校出席者16名

１．都教委諸連絡（年末・年始における生活指

導、学期末の授業日の取り扱い、平成12年度

学期末の授業日の取り扱い、平成12年度春季

休業曰の終期について、,情報アドバイザー、

就職内定状況等）

２．協議・情報交換（部活動アドバイザー派遣

各校の履修条件は、授業料未納者の取り扱い、

機械警備導入校の準備状況等）

第９回定例会平成12年１月２０曰（木）

足立高校出席者17名

１．都教委諸連絡（卒業証書の作成、東京の教

育２１、研究員の発表会への参加、生指研の報

告、事故報告、教育課程関係等）

２．総務部報告（指導部からの連絡、年間行事

計画、支部活動費の報告等）

３．協議・情報交換（斎藤尚也指導部長の講話

「今曰の教育課題に対応する教頭の役割」

と質問会。厳しい中にも暖かさのある、参加

者全員が使命感を新たにした会合であった。

第１０回定例会平成12年２月１０日（金）

荒川商業高校の予定

第１回定例会平成１１年４月２０日（火）

墨田工業高校出席者26名

１．開会、新役員紹介２．会場校挨拶

３．指導部挨拶・諸連絡（６学区担当石井指導

主事・薄井指導主事）

４．新任紹介（両国、本所、水元、葛西西、篠

崎、向島商、江東商、向島工、本所工）

５．都教頭会連絡・報告研究部連絡係選出

総務部報告６．研究部会報告

７．協議・'情報交換（国旗・国歌、８月の研修

視察、研究部会の活性化）

８．歓送迎会について

第２回定例会平成11年５月１８日（火）

城東高校出席者26名

１．会場校挨拶２．指導部連絡・報告

３．学区幹事連絡・報告（人事部直原勤労課長

講話…教員の人事考課の報告）

４．部教頭会連絡・報告（日本教育会加入、応

訴費用、都総会、全国大会）

５．研究部報告６．協議・情報交換（機械警

備、初任研、学校要覧、研修視察）

第３回定例会平成１１年６月２２日（火）

農産高校出席者24名

1．会場校挨拶２．指導部連絡・報告

３．学区幹事連絡・報告（都総会・研究協議会、

国旗・国旗、教頭研修、人事考課）

４．研究部報告５．協議・情報交換（移行措

置、必修クラブ、総合的な学習の時間、研修

視察、業務服務監察、同和教育研究協議会）

第４回定例会平成11年７月１２日（月）

向島工業高校出席者24名

１．会場校挨拶２．指導部連絡・報告

３．学区幹事連絡・報告（総務部会…教頭研究

協議会、全国大会、四者連、人事考課アンケ

ート、第二次適正化計画）

４．研究部会報告５．協議・情報交換（学区

問題、必クラ廃止、卒業単位、授業料減免除

とＰＴＡ会費の関係、研修視察）

第５回定例会平成11年９月１６日（木）

葛飾野高校出席者27名

１．会場校挨拶２．新任紹介（科学技術高）

３．学区幹事報告・連絡（全国大会、教頭研究

協議会、人事考課アンケート集計結果）

常任幹事藤松雄二（青井）記
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7．第７学区高校教頭会４．研究部会報告５．協議・情報交換（授業

料減免とＰＴＡ会費の関係、研修視察報告、

連絡事故報告、城東高野球部甲子園出場報

告）

第６回定例会平成11年10月２１日（木）

江東工業高校出席者20名

１．会場校挨拶２．指導部連絡・報告

３．学区幹事連絡・報告（総務部会・・指導部

加藤明主任指導主事挨拶、全国ＰＴＡ連東京

大会、１２年度行事予定表）

４．研究部会報告５．協議・情報交換（争議

行為、必修クラブ予算、人事考課、業務服務

監察、管理運営規程）

第７回定例会平成11年11月１８曰（水）

葛西工業高校出席者23名

1．会場校挨拶２．指導部連絡・報告

３．学区幹事報告・連絡（幹事会・・・人事部

浪花職員課長講話、１２年度管理職研修）

４．研究部会報告５．協議・情報交換（情報

教育アドバイザー、授業公開、機械警備、必

修クラブ廃止と生徒会費、四者連への要望）

第８回定例会平成11年12月１０日（金）

向島商業高校出席者24名

1．会場校挨拶２．指導部連絡・報告

３．都教頭会連絡・報告４．研究部会報告

５．協議・情報交換（情報教育アドバイザー、

総合的な学習時間の設置、１２年度研修視察、

必修クラブ廃止に伴う生徒会費値上げ、２０００

年問題、業務服務監察、次年度以降当番校一

覧表）

第９回定例会平成12年１月２０日（木）

第三商業高校出席者22名

１．会場校挨拶２．指導部連絡・報告

３．学区幹事連絡・報告（総務部会・・国旗・

国歌、春期休業日の終期の取扱い、指導部１２

年度事業、教頭会12年度行事計画）

４．研究部会報告

５．協議・'情報交換（春季休業日の終期の変更）

第１０回定例会２月１０日（木）東高校

第１１回定例会３月１３日（月）篠崎高校

第１回定例会平成１１年４月２０日（火）

八王子高陵高校出席者20名

１．堀（会場校）校長挨拶２．高田指導主事

挨拶・連絡（事故報告、進級苦情、調査書の

誤記、文書管理・報告すべき事項と主管課長、

宿泊を伴う学校行事、周年行事）３．情報

交換（障害を持つ生徒の有無、学校要覧の削

除事項、富士登山経験校、禁煙室等）

第２回定例会平成11年５月１８曰（火）

八王子労政会館出席者20名

１．幹事会報告会２．指導部資料について・

生指研・教務研は毎会主任の出席、投棄休業日

始・春季休業曰始の確認、人事考課等３．情報

交換（勤務時間の割振り、防災非常時参集体

制の状況、弁護士費用等）

第３回定例会平成11年６月２２日（火）

忠生高校出席者20名

１．小泉（会場校）事務長挨拶２．高田指導

主事挨拶・資料説明、障害のある生徒の在籍状

況について、生活指導連絡協議会報告、暴走族

と暴力団の繋がり・絶対に入らない指導３．

幹事会報告、人事考課についてのビデオ研修

４．協議,情報交換・職員健診の養護教諭の関わ

り、実習助手の要覧上の扱い、研修図書費、妊

娠初期休暇の扱い等。

第４回定例会平成11年７月１２曰（火）

片倉高校出席者17名

１．佐藤（会場校）校長挨拶２．指導部報告

告（川村教頭より）生指研・プールでの事故報

告）・卒業式・入学式に於ける国旗・国歌の徹

底。３．幹事会報告・人事考課、教頭研究協

議会、全国大会参加及び発表、多摩地区教頭会

夏季研究協議会の参加等。

第５回定例会平成11年９月１６日（火）

八王子北高校出席者17名

１．重政（会場校）校長挨拶２．高田指導主

事挨拶・生指研・教務研・事故報告・学校

連絡協議会Ｈ１３年までに完了し、コンピュ

ータ補助員、国旗・国歌通知文、明るい話

題高指導課へ３．幹事長報告・多摩学区

教頭会のありかたについて、９／３０普通科

教頭会研修会４．，情報交換（同和教育、

業務服務監察報告、沖縄修学旅行・学校祭

常任幹事辻勇一郎（紅葉川）記
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8．第８学区高校教頭会準備期間の授業形態、講師の勤務振替え等。

第６回定例会平成11年10月２１曰（木）

八王子東高校出席者18名

１．殿前（会場校）校長挨拶２．川村幹事挨

拶・報告（卒業式・入学式の適正化、情報

教育アドバイザー、全Ｐ連東京大会、会計

報告３．高田指導主事挨拶・連絡（高校

改革、人事考課・国旗・国歌の通達・トラ

イ＆チャレンジふれあい月間、事故報告９

月６３件・苦情、教師に対するもの、クラブ

廃止の持ち時間）４．報告・連絡（四者協

資料の検討、甲子園出場支援金について、

勤務時間の割振りについて、５．協議事項

（教育課程、卒業単位数、総合的学習の時

間、休暇簿の職権記入、特別指導による欠

時数オーバーの取扱い、八王子市内中学校

進路指導主任の連絡会南多摩高校で開催等。

第７回定例会平成11年１１月１８曰（木）

館高校出席者18名

Ｌ大須賀（会場校）校長挨拶２．高田指導

主事挨拶告。（平成10年度都立高校中退結

果、人権に配慮した対応、表彰の推薦、生

指・教務研、学校設定教科・課目、総合的

な学習について３．幹事会報告・人事考

課制度について４．協議事項・全参クラ

ブ・’8時間の持ち時数の根拠、来年度の予

算指針、行事予定等。

第８回定例会平成11年12月９曰（木）

八王子労政会館７学区担当

多摩地区都立高等学校全日制教頭会講演

「意識の国際化」・講師高橋茅香子先生

第９回定例会平成12年１月２０曰（木）

曰野高校出席者18名

ｌ・北村（会場校）校長挨拶２．高田指導主

事挨拶・連絡（春季休業の終期について、

進級・卒業の認定、トラブルの未然防止に

ついて、教育課程の事前相談）３．’情報交

換・国旗・国歌、情報教育アドバイザー、

必修クラブ廃止後の対応、部活動顧問等。

第１０回定例会平成12年２月１０日（木）

成瀬高校予定

第１１回定例会平成12年３月９曰（木）

小川高校（予定）

第１回定例会北多摩高校出席者18名

平成１１年４月２０日（火）１４時～17時

1．会場校石井校長挨拶２．幹事長谷川

教頭挨拶及び望月指導主事紹介・異動紹介

３．教育委員会望月指導主事挨拶及び諸連絡

４．自己紹介５．総務部会報告

６．役員選出常任幹事く武蔵村山・櫻川＞

幹事く羽村・星＞幹事く多摩・渋谷＞

会計く多摩工・田村＞挨拶

７．研究部会報告８．情報交換（管理運営規

程の学校要覧への記載、平成11年度異動、

生活指導等）９．平成10年度会計報告

第２回定例会八王子労政会館出席者16名

平成１１年５月１８日（火）

1．常任幹事挨拶、教育委員会連絡（常任幹事）

２．第１回幹事会報告３．諸連絡

第３回定例会東大和高校出席者18名

平成１１年６月２２日（火）１４時～17時

1．会場校高原校長挨拶２．常任幹事挨拶

３．教育委員会望月指導主事挨拶及び諸連絡

（バイク死亡事故、学校外の学修、新学習

指導要領、生指研提出のレポート等）

４．諸連絡（人事考課アンケートの提出、校長

研修教頭代理は２回、多摩学区教頭会夏季

研修会<8/23.24、川越総合高校・尾瀬高

校、多摩学区教頭会第２回定例会12月９日

に変更）５．研究部会報告６．協議（新

教育課程の取り組み、塾の学校説明会の参

加、喫煙同席の扱い等）７．情報交換（機

械警備、服務監査、生徒指導等）

第４回定例会青梅東高校出席者18名

平成１１年７月１２日（月）14時～17時

１．会場校坂理校長挨拶２．常任幹事挨拶

３．教育委員会望月指導主事挨拶及び諸連絡

（第２回生指研、国旗国歌、水泳事故等）

４．総務部会報告（教頭研究協議会、全国大会、

必修クラブ、学区存続隣接廃止等）５．研

究部会報告６．協議（校外の学修単位）

７．’情報交換（高校改革、監査、事故事件等）

第５回定例会福生高校出席者18名

平成１１年９月１６日（木）14時～17時

１．会場校金子校長挨拶２．常任幹事挨拶

３．教育委員会望月指導主事挨拶及び諸連絡、報告八王子高陵大矢保雄
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9．第９学区高校教頭会（事故対応、継続研修、国旗国歌等）

４．総務部会報告（人事考課等）５．研究部

会報告６．協議（多摩学区教頭会の今後

の在り方、学区幹事選出方法、放火事件等）

７．情報交換（12年度入学生教育課程等）

第６回定例会五日市高校出席者20名

平成１１年10月２１日（木）１４時～17時

1．会場校黒澤定時制教頭挨拶２．常任幹

事挨拶３．教育委員会望月指導主事諸

連絡（1情報アドバイザー、トライ＆チャレ

ンジ、事故，必修クラブ廃止等）４．総務

部会報告（全国ＰＴＡ東京大会、四者協等）

５．研究部会報告６．協議（校外の学修、都

立高校合同説明会く11/3>、多摩学区教頭会

の在り方、学区研修会等）７．情報交換

（学校案内部数、死亡事故、周年行事等）

第７回定例会立川高校出席者16名

平成１１年11月１８日（木）１４時～17時

1．会場校田村校長挨拶２．常任幹事挨拶

３．教育委員会望月指導主事挨拶及び諸連絡

（情報教育アドバイザー、周年行事と国旗

国歌、始業前の事件、来年度行事予定等）

５．研究部会報告６．協議（服務監査関係、

必修クラブ予算激減対策、職免時間等）

７．，情報交換（防災マニュアル、新聞取材対応、

学校説明会、学校運営連絡協議会等）

第８回定例会八王子労政会館出席者14名

平成１１年12月９日（木）14時～17時

１．常任幹事挨拶２．富士南平校長挨拶

３．講演会４．教育委員会加藤主任指導主事

挨拶望月指導主事諸連絡５．諸連絡

第９回定例会東大和南高校出席者18名

平成12年１月２１日（金）１５時～17時30分

１．会場校中村校長挨拶２．常任幹事挨拶

３．教育委員会連絡（常任幹事）、総務部会報

告（春季休業終期の件、国旗国歌、情報教

育アドバイザー、不審電話、開示請求等）

４．１情報交換（春季休業終期の件については不

満の声あり、情報教育アドバイザーは専門

学科の高度な要求に応えきれない、国旗国

歌の進展状況等）５．次年度体制等

第１０回定例会武蔵村山高校

平成12年２月１０日（記）１４時～17時

第１回定例会

平成11年４月２０日（火）14時～17時

武蔵野北高校出席者14名

1．会場校宮地校長挨拶２．学区担当市川

指導主事挨拶と指導部連絡３．自己紹介

幹事紹介：百済琢也（小平南）、遠藤周治

（清瀬東）、小倉幸夫（東村山西）４．異

動者紹介５．幹事報告６．研究協議

①行政監査②事案決定

第２回定例会

平成11年５月１８日（火）14時～17時

八王子労政会館出席者13名

１部：多摩地区都立高校全日制教頭会総会

２部：学区教頭会

1．幹事報告２．学区担当指導主事よりの指

導部連絡と報告３．，情報交換①機械警備

②特昇

第３回定例会

平成１１年６月２２日（火）14時～17時

武蔵高校出席者14名

１．幹事報告①担当指導主事よりの指導部連

絡②教頭会からの連絡及び協議２．情

報交換①年間行事計画についての指摘事

項②出勤監査③生指研④学校要覧

第４回定例会

平成１１年７月１２日（月）14時～17時

田無工業高校出席者15名

１．幹事報告①担当指導主事よりの指導部連

絡②情報交換①新教育課程への移行措

置②生指研のレポートについて

第５回定例会

平成11年９月１６日（木）14時～17時

小金井北高校出席者10名

Ｌ会場校小泉校長挨拶２．学区担当市

川指導主事：指導部連絡と報告３．幹事

報告①人事考課のアンケート集計結果報

告②普通科教頭会研修視察の案内４．

情報交換①自販機の設置場所②学校説

明会③業務服務監査

第６回定例会

平成１１年１０月２１日（木）14時～17時

田無高校出席者15名

１．会場校廣美校長挨拶２．学区担当市常任幹事櫻川紘久（武蔵村山）記
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10．第１０学区高校教頭会川指導主事：指導部連絡と報告３．幹事

報告①卒業式・入学式②｣情報教育アド

バイザーの派遣③トライ＆チャレンジふ

れあい月間４．１情報交換①争議行為の

件②学校運営連絡協議会③学校説明会

第７回定例会

平成11年１１月１８日（木）１４時～17時

保谷高校出席者14名

1．会場校宮崎校長挨拶２．学区担当市

川指導主事：指導部連絡と報告３．幹事

報告①人事考課制度について②四者連

絡協議会③学校説明会④多摩地区教頭

会について４．１情報交換①２件の争議

行為について②１１/3合同説明会③修学

旅行の選定について

第８回定例会

平成11年12月１９日（木）１４時～17時

八王子労政会館出席者１１名

１部：多摩地区都立高校全曰生教頭会研修会

ｌ・加藤主任指導主事挨拶①国歌・国旗に

ついて②都立校改革の第２次策定

２．多摩地区都立学校校長会代表幹事都立南

平高校富士校長挨拶

３．講演「意識の国際化」講師高橋茅香

子氏４．指導部連絡と報告５．奥井事務

局長挨拶６．７～１０学区常任幹事の報告

２部：学区教頭会1．幹事報告２．１情報交

換＆東久留米地区総合学科高校委員の推薦

第９回定例会

平成12年１月２０日（木）１４時～17時

久留米高校出席者15名

1．会場校渡部校長挨拶２．学区担当市

川指導主事：指導部連絡と報告後に終期

の取り扱いの件について苦‘情が殺到する

３．幹事報告①入学式・卒業式②不適

切な教員の対応③来年度の行事計画

４．情報交換①９学区校への盗難事件

②倹約令③特別指導期間④９学区教頭

研修⑤東久留米地区総合学科高校の在り

方

第１０回定例会

平成12年２月１０日（木）１４時～

久留米西高校（予定）

第１回定例会

平成11年４月２３日（火）14時～17時

府中西高校出席者15名

1.会場校校長挨拶２.自己紹介３.役員選出

4.指導部連絡・指導（卒業式・入学式への対応、

時間割協議、文書管理）５．総務部会報告、

名簿確認）６．協議・情報交換（企画調整会

議、入学者選抜、授業公開）

第２回定例会

平成11年５月１８日（火）１６時～17時

八王子労政会館（多摩地区総会後）

出席者13名

ｌ・指導部連絡・指導（事故報告、初任研の構

内記録）２．幹事会報告（平成10年度報告、

平成１１年度計画、人事考課）３．協議・情報

交換（勤務時間の割り振り、機械警備）

第３回定例会

平成11年６月２２日（火）１４時～17時

狛江高校出席者14名

ｌ・指導部連絡・指導（指導要録・出席簿の記

入、ふれあい月間）２．普通科幹事会報告

（平成10年度報告、平成11年度計画、人事考

課アイケート）３．協議.｜情報交換（新教育

課程の取り組み、出勤監査、機械警備、産業

医の活用）

第４回定例会

平成11年７月１２日（月）１０時半～13時

八潮高校出席者１１名

定例会に先立ち、機械警備試行校の見学、質

疑応答。ｌ・指導部資料説明２．総務部会報

告（教頭研究協議会、全国教頭会、四者連絡会）

３．協議・情報交換（人事考課、学事視察）

第５回定例会

平成１１年９月１６日（木）14時～17時

調布南高校出席者13名

ｌ・指導部連絡・指導（更衣室での盗難、生活

指導に関わる’情報開示への対応、公文書開示

制度の運用状況、情報教育ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの派遣）

２．協議・情報交換（夏季研報告、多摩学区教常任幹事百済琢也（小平南）記
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頭会活動の見直し、四者連絡会） 11．島しょ地区高校教頭会

第６回定例会

平成11年10月２１日（木）14時～17時

稲城高校出席者15名

1．指導部連絡・指導（第２次改革推進計画、

高校合同説明会、人事考課、国歌・国旗、学

校運営連絡協議会、授業公開の通年化、イン

ターンシップ）２．総務部会報告（国旗・国

歌、情報教育アドバイザー、トライ＆チャレ

ンジ、ＰＴＡ連合会東京大会、教頭研究協議

会）３．協議・'情報交換（留学した生徒の指

定校推薦の取り扱い、授業公開の実施状況、

人事考課、監査報告）

島しょ地区教頭会は、大島・大島南（舎監長

を含む）・新島・神津・三宅校・八丈高校・小

笠原高校の７校８名で構成されているが、定例

会等には大島および八丈の定時制からも参加し

ていただき、計10名となる。

本地区は地理的環境、交通事‘情等の理由によ

り、組織はあるものの、なかなか全員で集まれ

ず、教頭会としての研究、研修、情報交換の機

会に乏しかった。これまでは、教頭総会、僻地

教育研修会、教頭研究協議会、などの後に短時

間顔を合わし情報交換をする程度であった。

こうした状況の中、昨今の教育環境の急激な変

化に対応していくためにも、是非、島しょ学区

教頭会を開いて欲しいとの要望や意見があり、

島しょ校長会にもご支援いただき、本年度は教

頭が出張、研修などで上京する時の前後にいず

れかに教頭会を開催することにした。

実際行ってみると、各島で異なる離島、帰島

の都合上、どこかに無理がいってしまうことも

あったが、これまで、電話、郵便でのやり取り

しか無かった教頭間の理解が深まったり、情報

交換により、都内、他島の現状がよく分かった

りと意義の深いものであった。

第７回定例会

平成１１年１１月１８日（木）14時～17時

南野高校出席者14名

ｌ・指導部連絡・指導（授業公開、改革推進計

画、資料説明）２．幹事会報告（上半期中間

報告、12年度計画、四者連絡会）３．協議情

報（インターネットの利用、，情報教育アドバ

イザー、出勤監査）

第８回定例会

平成11年11月１８日（木）14時～17時

八王子労政会館（７～10学区合同）

1．協議・情報交換（国旗・国歌、都立高校改

革への取り組み）

学区の'情報交換はなし

第１回定例会

平成11年６月１０日（木）星陵会館

教頭会総会、研究協議会、および懇親会に上

京の５名が出席した。その折、先に述べたよう

な教頭会開催の意見が出され、企画、実施する

ことになった。また、転出された先生方との,情

報交換会も行われた。

第９回定例会

平成12年１月２２日（木）14時～17時

農業高校神代農場出席者14名

ｌ・指導部連絡・指導（進級・卒業問題、授業

公開、教育課程届、卒業証書、継続研修、学

校防災マニュアル）２．総務部会報告（国旗

・国歌、春期休業の終期）３．協議・'情報交

換（学校開放と機械警備、‘情報教育アドバイ

ザーの活用状況、総合的な学習の時間、国旗

・国歌の取り組み状況）

第２回定例会

平成１１年７月1日（木）１２：００～

都立教育研究所・教育経営研修室

参加：大島、大島南（２）、新島、神津、三

宅、八丈、小笠原計８名

管理職研修（通所Ⅳ）の前に指導部荒川指導

主事にご出席頂き、島しょ地区教頭会を開いた。

はじめに指導部から資料にそって連絡・報告

があり、その後、各島の状況報告をおこなった。

主な内容は、・総合的な学習への取り組み

．転学の取り扱い・生活指導上の問題・生

第１０回定例会

平成12年２月１０日（木）１４時～17時

神代高校（予定）

常任幹事佐藤文雄（府中西）記
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１２．多摩地区全曰制高校教頭会活指導研究協議会の資料取り扱い・外国人指

導助手について等であった。

第１回定例会（総会）

平成11年５月１８曰（火）１４時～17時

八王子労政会館出席者63名

１．平成10年度代表幹事挨拶及び会員異動紹介

武蔵野北高校上林勇教頭

２．多摩地区都立高校長会代表幹事挨拶

南平高校富士光男校長

３．議事

①平成10年度事業報告・会計報告及び会計監

査報告②平成１１年度役員承認・代表幹事挨

拶③平成１１年度事業計画案及び予算案承認

４．報告

①各学年教頭会報告②各研究部会報告

５．諸連絡※東京都教育委員会・教頭会事務

局は欠席のため、挨拶・諸連絡はなし

第３回定例会

平成11年７月２９曰（木）１７：０O立川

参加：大島（２）、大島南（２）、神津、三

宅、八丈（２）、小笠原計９名

都立多摩教育研究所で行われた、僻地教育・

教頭研修会の初曰、研修終了後、定時制からも

２名参加し、９名で定例会を行った。

各校の現状を報告し、共通課題，問題につい

て話し合った。特に、島特有の問題として、異

動に関すること、教員組織の年齢構成、旅費の

問題などについての意見交換をした。

第４回定例会

平成１１年９月７日（火）９：３０～

都立九段高校・校長室

参加：大島（２）、大島南（２）、新島、神

津、三宅、八丈（２）計９名

教頭研究協議会の翌曰第４回の定例会を行っ

た。指導部からの情報提供・連絡、各校の情報

交換をした。主なテーマは、新教育課程への取

り組み、人事考課、出張旅費、学校運営連絡協

議会、等であった。

夏季研究協議会

平成11年８月２３日（月）～24曰（火）参加者20名

1．研究主題；現任校の改革・改善、個性化・

特色化を推進するため、他件の高等学校の取

り組みについて研究・協議する。

２．研究視察校；埼玉県立川越総合高等学校、

群馬県立尾瀬高等学校

川越総合高校は、県の総合学科設置計画の

もと、県西部地区の総合学科高校として平成

８年度に農業高校を改変した。「幅広い選択

科目」「個性・目的に合った時間割「「小人

数による学習」「個に応じた進路」の特色実

現のため115講座を置き、総合選択科目には、

普通科目以外に、生物生産・グリーンテクノ

・バイオ・環境科学等８系がある。無菌培養

室・情報処理室等施設設備も充実している。

多額の生徒のインターネット使用料の話は

「情報」導入の際、考慮が必要と感じた。生

徒に自覚が生まれ、個性豊かで積極的に活動

する生徒の増加が成果として上げられた。

尾瀬高校は、沼田高校より平成８年度に校

名を変更。普通科・経営'情報科・自然環境科

各１学級で、全国から生徒を募集している。

特に、自然環境科には、環境実践、環境測定、

総合尾瀬の専門課目を置き、尾瀬の自然や環

境保護に取り組む能力や態度を養っている。

自然環境棟は木造で美しく、オープン・スペ

第５回定例会

平成１１年12月７曰（火）９：３０～

都立立川高校・和室

管理職研修（通所Ⅳ）に先立ち、定例会を行

った。会場校田村校長よりご挨拶を頂いた後、

これまでと同じく、指導部からの情報提供・連

絡と各校情報交換（春季休業の終期、情報教育

アドバイザー、人事考課、等について）をした。

定例会は都合上、各会とも２時間程度であっ

たが、貴重な情報が得られ、実際に顔を合わせ、

具体的な話をすることの重要性、必要性を痛感

した。他学区では年10回程度行われている教頭

会が５回しか実施できず、到底充分とは言えな

いが、これを機会に、継続・充実させていきた

いと考えている。

最後に、今回、こうして定例会が実現できた

のも校長会、会場校の格別のご配慮があったか

らと感謝しております。

常任幹事佐々木正文（三宅）記
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一ス構造に一同驚嘆の声を上げた。自宅通学

も出来ない生徒のホームステイ制度について

も詳しい話が聞けた。有意義な研究ができた。

第２回総会

平成11年12月９日（木）１４時～17時

八王子労政会館出席者52名

１．平成11年度代表幹事挨拶

２．多摩地区都立高校長会代表幹事挨拶

南平高校富士光男校長

３．講演『意識の国際化』

講師：ジャーナリスト高橋茅香子氏

立川高校・東京外語大学卒業。朝曰新聞社３７

年在職（企画部次長、国際配信部次長、朝日

ウイークリー編集長、国際本部副本部長等）。

1998年退職。立川高校同窓会「紫芳会」の講

師派遣事業によりおいでいただく。

《講演要旨》国際本部時代、夜勤明けに日

本人は味噌汁を、100名中２０名の外国人の

スタッフはコーヒーを望む。長年外国との関

係の仕事をしてきた私でも、日々国民性や文

化の違いを感じてきた。「国際化」がキーワ

ードとされる裏には、日本の特殊性に逃げ込

んだ方が楽」との考えがある。「心は日本人

で意識と行動は国際人」でありたい傾向があ

る。グローバル化とは、経済・環境・宇宙等

がもはや国単位では進まないことに基づく。

インターネットの発達は、５～６世紀前の印

刷技術に匹敵する急激な変化だ。経済界でも

雇用形態が変わり、世界規模での雇用・能力

主義へと変化している。外国人とは違いを面

白がる強さをもってつき合いたい。つき合っ

てこそアイデンティティもはっきりする。ア

ジアの一国としての日本の在り方が問われる

時代である。グローバル化は、気持ちではな

く決意せざるを得ない時代に進んでいる。

４．東京都教育委員会挨拶加藤主任指導主事

５．東京都教育委員会諸連絡望月指導主事

６．高等学校教頭会事務局挨拶奥井事務局長

７．各学区教頭会報告、各研究部報告

８．臨時総会；多摩地区全日制教頭会の在り方

①総会；６月実施②夏季研修会；検討を加

えて継続③12月定例会；廃止の提案を否決

〆

多摩地区代表幹事櫻川紘久（武蔵村山）記
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５．学科別支部教頭 会 報 告

1．普通科高校教頭会

普通科教頭会幹事会

平成11年５月２７日（木）エミール

15時30分～17時00分

議事

(1)平成10年度事業・決算・監査報告

(2)平成11年度役員推薦

(3)平成11年度事業計画・予算案

(4)平成11年度総会の役割分担等を検討

２．普通科教頭会総会

平成11年６月10曰（木）星陵会館

13時30分～14時20分

議事

（１）平成10年度事業報告

（２）平成10年度決算報告

（３）平成11年度役員選出

（４）平成11年度事業計画

（５）平成１１年度予算承認

（６）平成11年度研修会の検討

（７）その他

３．会員異動（平成10.2.1～平成11.1.31）

平成11年３月３１日付退職者３名

平成11年１月１曰付

（平成10年12月１日発令の方も含む）

校長栄進者８名

全日制間の転任者６名

定時制からの転任者４名

新任者１１名

休職者

４．普通科教頭会研修会

（１）施設視察

曰時平成１１年９月３０日（木）

１４時００分～16時00分

視察施設府中刑務所

内容講義および施設見学

福原正昭先生

参加者２２名

平成11年度東京都立高孝i之校･普通科孝j顧会Bl員一覧

学
区
一

［
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会2.工業高校教頭（２）講演会

曰時

平成11年11月２５日（木）

１５：３０～１７：００

場所エミール

講師ｽﾎﾟｰﾂｷｬｽﾀｰ佐藤安弘先生

演題「プロ野球監督に学ぶリーダーの

条件」

参加者１５名

(感想）ここ数年、参加者が少ない。暇な教頭

都立工業高等学校29名（定時制独立校及び仮

称科学技術高校を含む）の教頭で構成され、都

教委との連絡協議、校務の連絡協議、調査研究、

学校・企業の視察、』情報交換、会員相互の親睦

等が本会の目的である。

幹事長１，庶務幹事２，会計幹事２，工業校

長会連絡幹事ｌが世話役となって企画・運営す

る。研究組織は、「管理運営研究部会」「工業

教育研究部会」「生徒指導研究部会」の３部会

がある。平成１１年度の活動状況は、下記のよ

うな内容で実施した。

|ま誰もいない。都合をつけて皆で盛り

立てて欲しい。

副会長山口正光（府中）記

第１回定例会（兼総会）

平成１１年４月２２日（木）14時～17時

神楽坂エミール

総会：１．会員異動及び新任会員紹介２．

平成10年度事業報告・会計報告３．役員改選

４．新任幹事長挨拶（墨田工高・飯高成男）

５．平成11年度事業計画・予算案の審議

６．会則の一部改止

例会：１．挨拶：幹事長２．報告：全国都

立高校教頭会３．協議事項①研究部構成委

員と部長選出②都立工業高校ＰＲ委員会委員

の選出（清水、森、小島、石坂）４．情報交

換５．歓送迎会

波
寄
す
る

岩
場
巧
み
に
糸
垂
ろ

夕
陽
に
染
ま
る
影
は
鮮
や
か
に

時
の
安
寧
を
求
め
て

清

第２回定例会

平成11年５月２７日（木）１４時～17時

東京都総合技術教育センター

１．挨拶：幹事長２．指導部連絡３．セン

ター連絡４．夏季管外視察研究協議会につい

て５．，情報交換６．各部研究協議

山

第３回定例会

平成１１年７月１６曰（金）１４時～17時

神楽坂エミール

1．挨拶：幹事長２．指導部連絡３．セン

ター連絡４．教頭会幹事会報告（総会・研究

協議会他）５．協議事項①夏季管外視察研

究協議会②各研究部の中間発表６．，情報交

換７．工業高校四者（校長、全定教頭、事務

室長、事務長）役員合同研究協議会について

８．各部研究協議

'
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第４回夏季管外視察並びに研究協議

平成11年７月２７日（火）～１８曰（水）

1．学校視察：京都市立伏見工業高等学校

創立78年の歴史と伝統を誇り、６学科を有す

る。特に、総合技術科は、インターシップを導

入すると共に、２年次から進学組と就職組に分

かれるなど特色化を打ち出している。学校運営

の課題を中心に意見交換し研究を深めた。

２．企業視察：堀場製作所

昭和20年創立のベンチャー企業の代表格であ

り、分析機器分野では世界屈指のメーカーに成

長している。社是「おもしるおかしく」や会社

情報誌の名「ａｂｉｒｏｈ」（ホリバの逆）等

ユニークな会社であり，創造的で柔軟な考え方

は学校運営においても参考になった。

３．各部会研究中間発表

①管理運営②工業教育③生徒指導の３

部会から発表を行った。

第５回工業高校四者合同役員会

平成１１年８月２３日（月）１６時～20時

モノリス２９

１．挨拶：都立工業高等学校校長会会長北島

敬己２．各会代表より現状報告：全教頭会

（飯高）、定教頭会（工藤）、事務（室）長会

（堀端）、校長会（北島）３．質疑応答・研

究協議

7．各部研究協議

第８回定例会

平成11年１１月２６曰（金）14時～17時

東京都総合技術教育センター

1．挨拶：幹事長２．指導部連絡３．セン

ター連絡４．報告①都教頭会第２回幹事会

②ＰＲ委員会（産業教育フェスティバル）

５．協議事項：工業教頭会研究発表会時程等

６．情報交換７．各部研究協議

第９回定例会及び経営研究協議会

平成11年12月２１日（火）14時～17時

東京都総合技術教育センター

1．挨拶：幹事長２．指導部連絡３．セン

ター連絡４．情報交換５．経営研究協議

会：研究発表及び協議①工業教育部会「開か

れた工業教育の在り方」②生活指導部会「生徒

指導における学校と家庭の連携の在り方」③管

理運営部会「開かれた学校を目指して」④質

疑応答⑤指導助言及び講評：奥村小石川工高

長

第１０回定例会

平成12年１月２５日（火）１４時～17時

東京都総合技術教育センター

1．挨拶：幹事長２．指導部連絡３．セン

ター連絡４．報告：都立高校四者連絡会

５．協議事項①工業教頭会経営研究協議会の

反省②12年度工業教頭会の役員等６．１情報

交換

第６回定例会

平成１１年９月３０日（木）14時～17時

神楽坂エミール

１．挨拶：幹事長２．指導部連絡３．セン

ター連絡４．報告①夏季管外視察研究協議

会②工業技術の祭典・生徒作品展示③工業

高校四者合同役員会５．協議事項：東京都高

等学校工業科生徒研究成果発表会（１１月２７日）

の係分担６．）情報交換７．各部研究協議

第１１回定例会

平成12年３月１４日（火）14時～17時

都立工芸高等学校

1．挨拶：幹事長２．指導部連絡３．セン

ター連絡４．協議事項①新旧役員引継会

②12年度工業教頭会総会５．情報交換

第７回定例会

平成１１年10月２８日（木）１４時～17時

神楽坂エミール

１．挨拶：幹事長２．指導部連絡３．セン

ター連絡４．報告①都教頭会第３回総務部

会②ＰＲ委員会（産業教育フェスティバル）

５．協議事項：東京都高等学校工業科生徒研

究成果発表会の運営等６．’情報交換

工業科幹事長飯高成男（墨田工）記
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3.商業高校教頭会 ,情報交換

第４回定例会

平成11年７月１６日午後３時江東商業高校

(1)都教委・総合技術教育センターからの連絡

(2)都教頭会総務部会報告

(3)関東地区研究協議会、産業教育フェスティ

バルについて協議

(4)新教育課程編成の進捗状況について情報交

換

商業関係教頭会は、２３校の教頭23名で構成さ

れ、原則として毎月第４木曜日に定例会を開催

している。会場は各校持ち回りで、都教委から

高田憲一指導主事、総合技術教育センターから

は高橋雅信経営・流通システム科長にご出席を

いただき、ご指導.ご助言を賜っている。

定例会では、都教委からの連絡並びに報告、

諸課題に関する研究協議や情報交換等を行って

いる。この他に、「全国高等学校教頭会総会・

研究協議大会」や「関東地区商業関係高等学校

教頭研究協議会」に参加するとともに、「産業

教育フェスティバル」等を実施した。

また、教頭会を通して、相互に研修を深め、

教頭としての資質向上を図るとともに、円滑な

校務処理を行うための機会とすることに努めて

きた。平成11年度の活動概要は、下記の通りで

ある。

全国高等学校教頭会総会・研究協議大会

日程平成11年７月２９日から７月３０日

場所高知県立県民ホール

参加者都商頭会１２名

「時代の進展に即応する教頭の資質向上と高

校教育の充実を図る」ことを目的として参加。

文部省高等学校課長補佐の森田正信先生より

「高等学校が取り組むべき当面の教育課題」と

題して、ご講演をいただいた。続いて、高知県

立坂本龍馬記念館長の小林克己先生のご後援も

行われた。また、管理運営等各分科会の研究協

議に参加した。

第１回定例会

平成11年４月２２日午後２時市ヶ谷商業高

校

(1)都教委・総合技術教育センターからの連絡

第５回定例会

平成１１年９月３０日午後２時赤羽商業高校

(1)都教委・総合技術教育センターからの連絡

(2)産業教育フェスティバルについて協議

展示内容並びに珠算・電卓・パソコン実演

等の検討。ステージ出場内容（ブラバン、バ

トン）の確認。係分担、今後の準備等の協議。

(2)平成11年度人事異動に伴う商業関係教頭会

の組織編成の決定

(3)平成１１年度活動方針や年間計画の決定、他

第２回定例会

平成11年５月２７日午後２時芝商業高校

(1)都教委・総合技術教育センターからの連絡

(2)都教頭会幹事会報告

(3)都商業教育研究大会総会について協議

(4)総合技術教育センター実習連絡会幹事選出

他

第６回定例会

平成11年10月２８日午後２時葛飾商業高校

(1)都教委・総合技術教育センターからの連絡

(2)都教頭会総務部会報告

(3)関東地区研究協議会等について協議

(4)卒業式（国旗・国歌）、都立高校合同説明

会等について情報交換

第３回定例会

平成１１年６月２４日午後２時桜水商業高校

関東地区商業関係教頭会研究協議会

日程平成１１年11月１６日から１１月１７日

場所埼玉グランドホテル深谷

埼玉県立1情報処理教育センター

参加者都商頭会８名（他に私学２名）

(1)都教委・総合技術教育センターからの連絡

(2)関東地区研究協議会発表、産業教育フェス

ティバル、都立商業高校体育活動連絡会規約

改正について協議

(3)学校運営連絡協議会、機械警備等について
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４．農業高校教頭会「新学習指導要領実施に向けた商業教育の在

り方」－地域や産業界に開かれた商業教育の推

進一を協議題として、関東地区の教頭（’都７

県84名）が参加。

東京都からは、「開かれた商業教育一インタ

ーンシップの実施に向けて－」と題して、相川

教頭（三商）、三木教頭（上野忍岡）、森田教

頭（赤坂）が研究発表を行った。埼玉県教育局

指導部指導課主任指導主事兼主査中村幹夫先生

からご講評をいただいた。研究協議の後、文部

省初等中等教育局職業教育課教科調査官吉野弘

一先生のご講義と埼玉県立,情報処理教育センタ

ー次長越谷明先生のご講演をいただいた。

農業教頭会は、農業に関する学科を設置して

いる園芸高校、農芸高校、農産高校、農業高校、

農林高校、瑞穂農芸高校、大島高校、三宅高校、

八丈高校の９校の全曰制教頭で構成している。

今年度の幹事長（兼常任幹事）は河上正道（瑞

穂農芸高校）、幹事は佐々木孝志（農芸高校）

がその任にあたった。なお、定時制幹事長は浅

井嘉平（農林高校）がその任にあたった。農

業教頭会の平成11年度における活動は以下のと

おりである。

第1回４月２８日（火）農林高校

第２回５月１７日（月）園芸高校

第３回６月２４日（木）農芸高校

第４回７月１６日（金）農産高校

第５回９月１３日（月）農林高校

第６回10月２８日（木）農業高校

第７回１２月１６日（木）園芸高校

第８回１月２５日（火）瑞穂農芸高校

第９回２月８日（火）農業高校

第１０回３月１８日（土）農林高校

また、農業高校における学校経営上の課題に

対処するため、全定教頭間の深めるため都合の

つく限り全定合同の教頭会を実施している。今

年度は年間２回の全定合同の教頭会を実施し連

携を深めた。

なお、各回とも次のような内容で教頭会を実

施した。

①開催校校長挨拶

②都教育委員会からの連絡・指導

③報告・幹事会報告

④協議

⑤'情報交換

⑥その他

各回での主な協議内容を次に示す。

〔第１回〕

①昨年度の反省について

②今年度の役割分担について

③今年度の教頭会の内容とスケジュール

〔第２回～９回〕

※新教育課程の編成に向けて

新教育課程の編成について各農業高校単独で

進めるのではなく、教育庁指導部高等学校教育

指導課指導主事上山先生の指導を受けながら、

第７回定例会

平成11年11月２５曰午後１時芝商業高校

(1)都教委・総合技術教育センターからの連絡

(2)新教育課程、情報教育アドバイザー等につ

いて'情報交換

第８回定例会

平成１１年12月１４日午後２時荒川商業高校

(1)都教委・総合技術教育センターからの連絡

(2)関東地区研究協議会報告

(3)服務上の諸問題、生徒の特別指導等につい

て'情報交換

第９回定例会

平成12年１月２５日午後２時第一商業高校

(1)都教委・総合技術教育センターからの連絡

(2)都教頭会総務部会、四者連絡会報告

(3)卒業式の対応等について協議

商業科常任幹事西脇正尚（芝商）記
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お互いに各校の』情報を交換し勢力的に進めてき

た。特に農業専門分野においては、農業校長会

からの呼びかけで農業６校の農場主任会がもた

れ、そこに教頭も参加して編成に向けて努力し

てきた。

〔第５回～８回〕

①都立高等学校産業教育フェスティバル

今年度は瑞穂農芸高校が総務として農業高校

部門の窓口となり、教頭会で連絡事務、情報交

換を重ねながら進めてきた。１１月１０曰（水）～

11月１２曰（金）の３曰間において、都庁の都民

広場で、テント５張（緑地環境業、園芸業、食

品業、畜産業、農業本部）の中に展示や生産品

の販売を実施してきた。

②第５２回関東地区学校農業クラブ連盟大会

平成13年度が実施で、その窓口は園芸高校と

なっているので、それに向けて協議を重ねてき

た。

③インターンシップ

造園業界及び建設業界と連携したインターン

シップの導入について、農産高校が窓口になっ

て教頭会で協議を重ねてきた。

④機械警備について

平成12年度から瑞穂農芸高校と農業高校に導

入されるので、この２校を中心に進行情況、’情

報などを提供してきた。

〔第９回〕

①全定合同の協議会の実施

②平成12年度の教育課程についての情報交換

〔第10回〕

今年度の反省と今後の運営について協議した。

農業科常任理事河上正道（瑞穂農芸）記
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６研究部 会 報 告

を容易化するため、科目や単位数などの扱いを

弾力化しているか、１４．校内における学科間又

はコース間の移動を容易にするため科目や単位

数などの扱いを弾力化しているか、15．自校退

学者の再入学の容易化を行っているか。

アンケート調査の分析・考察の結果、それぞ

れの学校において、多様な取り組みがなされて

いることが明白である。また平成14年度に導入

される完全学校週５曰制に対応するために「開

かれた学校づくり」は今後のさらなる取り組み

の重要性を本研究は示唆している。

第２委員会

発表は全国大会（高知市）で行われた。第二

委員会は発足以来教頭の待遇改善・職務の在り

方について研究を行っている。研究のテーマは

「教頭の職務一研修および教頭組織の活性かに

ついて－」であり、昨年以来の継続研究である。

研究は校内研修について９項目、校外研修につ

いて５項目、教頭の果たす役割については記述

式で２項目から成り立っている。校内研修は、

学校改革関係では学校課題について教職員の意

識を明確にすること、研修と校内組織に位置づ

けると同時に校内組織そのものを自校の教育課

題に対応できるよう改善すること、教員の意識

改革から実践へ結びつけこと等が欠かせないこ

とが調査結果から明確になった．

校外研修への参加促進は教頭の‘情報提供の重

要性と校外研修の成果は半数の学校で教科と分

掌に報告されていることが判明した。

校内の活性化は教員の意識の改革が不可欠で

あり、これを支えるのが教員の資質の向上にか

かっている．その具体化に向け研修の充実を求

めて、教頭は現在学校の実態に応じて取り組ん

でいることが調査結果から明らかになった。

まとめ

管理運営研究部に限らず、教頭研究部会の研

究はそれぞれが研究の質を低下させず、マンネ

リ化を防ぐべく努力しているのが現状である。

そのためには学校改革を目指して都立高校の抱

える課題に研究会は研究の焦点を当て、課題解

決を図ることが必須である。

１．管理運営研究部会

平成１１年度の管理運営研究部会は第１委員会、

第２委員会がそれぞれ35名の人員で月例会を中

心に研究活動を続けている。平成８年度に研究

会の活性化を図ろために研究会への参加を促す

べく各学区に連絡委員を配置したが、現状は好

転していない。研究は数名の誠実で熱意ある教

頭の犠牲的精神に支えられ、推進している。

平山順一委員長（第１）、綿田直樹委員長

（第２）は研究会への参加の呼びかけに努力し

ている。研究のレベルアップのためには多数の

教頭の協力が不可欠であり、特に新人の教頭に

はぜひ研究会の雰囲気を味わって欲しい。研究

会は教頭同士の有益な情報交換の場であり、自

校の抱える課題解決にも役立つ会である。私自

身は月例会に出席できる体制づくりに常に努め

ていると自負している。研究会へ参加するため

には校長先生の理解と協力も必要であり、教頭

としての工夫も求められる。次に本年度の研究

の取り組みについて述べる。

第１委員会

平成11年度の発表は「開かれた学校づくり」

がテーマで、アンケート調査を行い「開かれた

学校づくり」の現状を把握することを研究のね

らいとしている。調査分野は「地域・社会に開

かれた学校づくりの推進」と「生徒に開かれた

学校づくりの推進」である。前者の調査項目は

以下の通りである。

１．中学生の体験入学、２．中学校と高等学校

の連携、３．大学や企業などの関係者による講

演会、４．ＰＴＡ・地域・中学校への授業公開、

５．外部評価、６．地域・社会の教育力の導入

や活用のためボランティア活動の推進、７．学

校外における学修の単位認定、８．公開講座の

実施、９．学習・文化施設の開放、１０．体育施

設の開放。

後者は、11．生徒の興味・関心に応じた科目

の開設、12．地域・社会を生かした教育活動、

13．学校間の転編入等の移動

部長新妻絃（田無）記
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第１委員会（学校管理関係） 年度からは９月の研究協議会が半日となること、

都立教育研究所の工事のため、発表の会場が制

約されること等が小林主任指導主事より伝えら

れた。

また、発表に向けて司会者・記録者・助言指

導者等の人選の作業を行い、時程や役割分担の

検討に入った。

残余の時間で今後の研究課題について意見交

換を行ったが、今回の発表内容を受けての発展

的な課題については的が絞りきれず、次回に持

ち越しとなった。

平成11年度都立高等学校教頭研究協議会

平成11年９月６日（月）１３時15分～16時30分

都立教育研究所

第１委員会の立場として講堂が割り当てられ

た。提案者は恩田実（秋留台）･閏間征憲（世

田谷工業）、司会者に樋野清治（北園）・須藤

勝（大泉）、記録者に鈴木春子（千歳丘）・中

野英雄（国際）、助言指導者に前小松川高校長

の石曽根誠一先生をお願いした。発表テーマは

「開かれた学校づくり」である。

発表終了後、毎月の委員会活動への積極的な

参加を、委員長より各委員にお願いした。毎回

の出席者数の少なさについては、課題として常

にあったが、多くの出席者が確保できるならば、

更に現実的なより深い認識で研究を進めること

ができるという期待を捨てきれない。少人数に

よる手探り状態での研究活動には限界がある。

助言をお願いした石曽根先生もそのことに触れ

てくださったのは、ありがたいことであった。

全体会での佐藤徹指導課長のお話にもあっ

たように「課題のない学校はない」のである。

国旗・国歌、教員の服務、教育課程、開かれた

学校のあり方等、教頭が中心となって改革する

べき問題は山積みである。各高校の状況とその

課題解決のためには、所属委員全員による前向

きな研究姿勢が基本である。少数に依存する現

状を改めるためにも、各委員の意識改革が必要

であろう。

第５回委員会

平成１１年１０月７日（木）15時

神楽坂エミール

出席者６名

相変らずの出席者数であるが、来年度のテー

マ決めを中心に検討を重ねた。

管理運営研究部総会・研究会

標記の会合が下記の曰程及び内容で行われ・

平成１１年４月３０日（金）１５時

小山台高等学校

1総会・新入会員総会・役員選出

２研究会・分科会

（１）部長として新妻紘（田無）を選出し

た。

（２）町田昶（保谷）前第１委員会委員長

の後を受け平山順一（調布南）が今年

度の委員長となった。第２委員会委員

長には、綿田直樹（調布北）が選出さ

れた。

（３）新入会者は以下の通り

鈴木春子（千歳丘）吾妻完一（水元）

浦部万里子（東大和）

第２回委員会を平成１１年５月９日（木）に行

う予定であったが、校内行事等で各委員多忙の

ため委員会の招集を見送り、ＦＡＸ等にて平成

11年度発表原稿の意見交換等を行った。

第３回委員会

平成11年６月３日（木）１５時

神楽坂エミール

出席者５名

９月に行われる研究協議会の原稿について再

度文言の読み合わせを行った。

ＦＡＸで寄せられた意見も取り入れながら内

容を詰めていったが、出席者が少なく意気が沈

みがちとなる。加えて発表予定者にご不幸があ

り研究会に参加できなかったため、意見も煮詰

まらない。それでも時間を丁寧に掛けて一言一

句考察を加えていった。

予定では、最終稿とし情報交換の後、来年度

の計画も話し合うつもりであったが、時間が足

りず引き続きＦＡＸでの意見交換となった。

第４回委員会

平成11年７月２日（金）１５時

神楽坂エミール

出席者５名

始めに去る６月８日（火）に行われた教頭研

究協議会運営委員会についての報告を行った。

その概要は以下の通り。

今後の研究会のあり方が変わること。特に今
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今年度の発表内容を検討しながら、開かれた

学校づくりの観点から「学校運営連絡協議会」

に話題が絞られていった。平成13年度実施を前

に、学校改革に結びつく具体的な在り方を探る

ことに意見が集中した。また、研究の方法とし

ては、アンケートの集約結果を中心として報告

する仕方を改め、別な方法で研究を進めること

はできないかを話し合った。

具体的には、現在の試行校の状況を伺い、そ

の結果を元に、より効果的なあり方を研究する

ことにした。試行校にアンケート方式で組織・

内容等を聞いた。寄せられた回答の集約結果を

各委員の勤務校にＦＡＸ送付した。

更に、参加者数の改善を図るために、各委員

が勤務する学校で委員会を開催することにした。

第６回委員会

平成11年11月４日（木）１５時

都立赤坂高等学校

出席者６名

各校まわりの委員会活動の第１回として、赤

坂高校を利用させていただくことにした。

試行校からの資料を用意し、更に他府県での

学校評議会に関する資料も用意した。

第７回委員会

平成11年12月３日（金）１５時

都立目黒高等学校

出席者６名

新装なった目黒高校での委員会である。新校

舎落成ならびに創立80周年記念式典の資料等も

いただき、校長先生の深いご理解。ご配慮が随

所に感じられ、感謝の念で一杯である。

研究方法の具体的な進め方を話題とした。ま

だ不確定で悲観的な意見もでたが、委員会とし

て理想とするあり方を探っていこうと気持ちを

新たにする。

現在のところ活動は足踏み状態であるが、今

後可能な限り多くの資料等を当たり、学校の改

革に結びつく「学校運営連絡協議会」の理想的

な運営方法を委員会として探っていく。そのた

めにも多くの委員の参加を切に望んでいる。

第２委員会（職務・待遇関係）

第１会委員会（出席者８名）

平成11年４月１３曰（月）神楽坂エミール

1．平成11年度役員選出

委員長：綿田直樹（調布北）

副委員長：大矢保雄（八王子高陵）

２．平成11年の研究内容について

研究協議会での発表原稿の検討

３．平成12年度の主題設定と研究内容・方法に

ついて協議

第２回委員会（出席者８名）

平成11年５月６曰（木）神楽坂エミール

１．平成１１年度係分担の決定（発表者）青木孝

雄（台東商）大矢保雄（八王寺高陵）

２．平成１１年度の研究発表原稿について

（１）係分担について

(2))発表原稿の作成・検討

(3))平成12年度の研究テーマについて意見

交換を行う。

第３回委員会（出席者８名）

平成１１年６月３日（木）神楽坂エミール

１．平成11年度教頭研究協議会について

９月６日（月）におこなわれる協議会の発表

者等の係分担の決定。発表：青木（台東商）

大矢保雄（八王寺高陵）司会白木（清瀬）綿

田（調布北）記録大倉（墨田川堤）木嶋（田

園調布）会場：新妻（田無）記録責任者・竿

田（向島商）

２．教頭研究協議会の１２年度の見通しについて

意見交換と次回までの課題確認

３．全国教頭会高知大会の参加について意見交

換及び確認。

４．’情報交換等

第４回委員会（出席者９名）

平成１１年７月２曰（金）神楽坂エミール

１．平成12年度の研究テーマについて

（１）「開かれた学校一家庭・地域との連携・

学校評価・授業公開・情報管理について」

とする方向で検討

（２）研究項目・研究方法の具体的な案と研究

の進め方について検討

２．平成11年度教頭研究協議会について

（１）当日の準備・係分担の確認について

委員長平山順一（調布南）記

寵
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３．情報交換等

第１１回委員会（予定）

平成12年３月２曰（木）神楽坂エミール

1．第２回アンケート集計結果の分析・考察

２．発表原稿の作成について

３．情報交換等

（２）研究協議会の原稿作成について

３．情報交換等

都立高等学校教頭研究協議会

平成11年９月６日（月）都立教育研究所

参加者56名

１．教頭の職務

一研修及び教員組織の活性化について－

発表：青木（台東商）大矢保雄（八王寺高

陵）

記録：大倉（墨田川堤）木嶋（田園調布）

会場責任者：新妻（田無）

記録責任者・竿田（向島商）

第５回委員会（出席者８名）

平成11年９月２４日（木）神楽坂エミール

１．平成12年度研究主題の決定

２．平成12年度研究主題のアンケート項目につ

いての検討。

３．情報交換

第６回委員会（出席者８名）

平成１１年10月７日（木）神楽坂エミール

１．平成12年度アンケート内容の決定について

検討と討議。

２．アンケート配布・回収等今後の研究方法に

ついて意見交換・協議

３．情報交換

第７回委員会（出席者10名）

平成11年１１月４日（木）都立飛鳥高等学校

１．１２年度研究アンケート集計作業

２．今後の研究方法について協議と連絡

３．情報交換

４．その他アンケート集計役割分担について

第８回委員会出席者（13名）

平成11年12月２日（木）神楽坂エミール

１．１２年度研究アンケート集計作業

２．第２回アンケートについて内容検討・討議

３．情報交換

第９回委員会（出席者９名）

平成12年１月１４日（金）神楽坂エミール

１．１２年度アンケート集計結果分析・考察作業

２．第２回アンケート集計の経過について

３．情報交換

第１０回委員会（出席者９名）

平成12年２月４日（金）

１．１２年度アンケート集計結果の分析・考察

２．第２回アンケート集計結果の考察

委員長綿田直樹（調布北）記
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2．高校教育研究部会

本研究部会は今年度、第１委員会は「総合的

な学習の時間」、第２委員会は、「新教科情報」

について研究を重ねた。それぞれのテーマにつ

いて委員の学習意欲は旺盛で、会を追うごとに

貴重な資料が寄せられた。

また第２委員会は全国教頭会研究協議大会で

発表を行ったが、原稿の検討は、第１第２委員

会が共同して行った。発表は教育機器を用いビ

ジュアルで分かりやすく、今後の課題を明確に

したものであり、助言者より高い評価をいただ

いた。

両委員会とも多くの委員が会することが難し

くなっているが、情報の共有と新しい情報の収

集につとめ、次年度さらに研究部会の活性化と

研究の深化充実を図って行きたい。

部長小林淑訓（大森）記
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第１委員会（教育課程関係） 都立高等学校教頭会研究協議会

平成11年９月６曰（月）都立教育研究所

研究協議会において、星野（富士高）が提案

者として発表した。委員の協力得てＯＨＰの資

料を作成し、発表方法を工夫し、内容がわかり

やすいようにした。

助言者の小川先生からは、新しい教育過程を

編成する際、教頭がどのように関わり、どんな

風に行動したか、教頭の姿が見えるような研究

を期待するとの話をいただき、これからの研究

に参考となった。

さらに成功事例だけではなく、失敗事例を含

めると、研究に深みが増すとの助言もあった。

次年度の研究に対する貴重な示唆として受け止

めた。

第５回委員会

平成１１年10月７日（金）新宿高校

教頭会研究協議会の指導・助言を参考に、研

究内容の反省を行った。平成１１年度の研究は、

新学習指導要領が公示される前であり、資料が

不足する中での研究であった。そのため、事例

の調査が主体となった。

この反省を踏まえ、次年度の研究主題につい

ての案を各委員で次回までに考えてくることを

確認した。

第６回委員会

平成11年１１月４日（木）新宿高校

平成12年度の全国大会の発表を担当する委員

会について、第２委員会と合同で話し合いを行

った。平成９年度、１０年度と第１委員会が全国

大会で発表した経緯から、平成12年度は第２委

員会の発表の予定であったが、諸般の事情から

第１委員会が担当することが妥当であることが

確認され、平成12年度の横浜大会は、第１委員

会が発表することとなった。

第７回委員会

平成11年12月３日（金）新宿高校

研究主題を「総合的な学習の時間と教頭の役

割」とし、事例研究をさらにすすめるとともに、

成功例の分析と、失敗例から学んでいく方針を

たてた。

平成12年度からの移行期間の特例が示された

ので、総合的な学習の時間を導入する際、その

特例に対応したカリキュラム案を考えてくるこ

ととした。

第１回委員会

平成１１年４月２６日（月）

新宿山吹高校において、第１、第２委員会合

同で部会を開く。出席委員の自己紹介に引き続

き、松尾澤部長の後任として大森高校の小林淑

訓を選出した。委員長には羽田高校の武山が選

出された。

その後、各委員会に別れ研究内容に関する協

議をすすめた。第１委員会では、新しい会員に

３月までの進行状況を説明し、前回までに調査

した事例の内容を検討した。

第２回委員会

平成11年５月６日（木）新宿山吹高校

平成11年度の教頭研究協議会での発表者に、

富士高校の星野を選出した。

各委員が分担して収集した資料をもとに作成

した原稿を検討した。事例として、都立高校専

門学科２校、同総合学科1校、私立普通科高校

１校を共通の視点からまとめることとした。

委員で分担を決め、資料をフロッピーディス

クに収め委員長に送付し、まとめることとした。

第３回委員会

平成11年６月３日（木）新宿高校

各委員が担当した部分の原稿に対し、各委員

からの意見を参考に推敲した。１行づつ検討し

ていったが、時間の余裕がなくなったので、こ

の後文言や内容の修正があれば、すみやかに委

員長に連絡することを確認した。

第４回委員会

平成11年７月２日（金）新宿高校

教頭研究協議会原稿の細部を検討することと、

発表の方法について協議した。

さらに、東京都教頭会研究協議会の係分担を、

提案者星野、司会者長谷川・武山、記録係吉田

・小暮、会場責任者小林とすることを確認した。

助言者には、前晴海総合高校校長の小川輝之

先生をお願いすることとした。

星野が作成した発表原稿について、読み合わ

せを行い、文言の修正等の確認をおこなった。

平成１１年度全国大会の発表は、第２委員会の

担当である。第１委員会から全国大会への参加

予定者と、現地での予定を確認した。
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第２委員会（教育対策関係）第８回委員会

平成12年１月１４日（金）新宿高校

前回までの宿題となった事例調査の資料につ

いて報告がされた。この資料については、比較

検討が容易なように表にすることにした。

「総合的な学習の時間」の実施計画案の例が

提出されたが、総合的な学習の時間の目的に添

う内容かどうかについて意見が交わされた。こ

の件について、次回までに調査することとなっ

た。なお、失敗例についてもさらに事例を集め

るていくことを確認した。

第１回委員会

平成12年４月２２日（木）１４：00～１７：００

於新宿高校出席者４名

第１、第２委員会合同で部会を開く。最初に

松尾澤部長の後任として小林淑訓（大森高）を

選出した。その後、自己紹介を行い委員会の活

動状況について話し合いがもたれた。続いて、

各委員会に分かれて委員長に野志（高島高）を

選出した。さらに、今年度の全国大会の発表は

本委員会が行うことを確認した。

４月２９曰、５月３曰に野口（南高）向井（館

高）、野志（高島高）の３名で高島高校に集ま

り、すでに、学区の連絡委員から送られてきた

アンケート調査分析結果を基に全国大会の原稿

を書くことにした。

委員長武山洋二郎（羽田）記

第２回委員会

平成12年５月６日（木）１５：００～１７：００

於新宿山吹高校出席者５名

野口（南高）、向井（館高）、野志（高島高）

の３名で作成した原稿を委員会で分析検討する

ことにした。第一委員会にも応援を頼み、合同

でアンケートの集計結果を分析検討した。第一

委員会からは全国大会で発表した経験を基に、

鋭い質問が発表者に浴びせられた。さながら全

国大会での発表シュミレーションの感があった。

このような場面を経験したことは発表者にとっ

て大きな収穫であったに違いない。その後全国

大会に向けての1情報交換を行った。

Ｐ、
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第３回委員会

平成１１年６月２４日（木）１８：００～１９：００

於新宿山吹高校出席者５名

全国大会発表原稿の細部の検討と発表の方法

について話し合った。資料集での発表でなくス

クリーンにカラーグラフを映し、プレゼンテー

ション形式の発表にする方向で決まった。

さらに、都教頭会研究発表会係分担を決定し

た。

提案者野口（南高）・向井（館高）

司会者村井（明正高）

記録係山下（大泉学園高）・辻（紅葉川高）

会場責任者野志（高島高）
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第６回委員会

平成12年１月２７日（木）１７：００～１８：３０

於新宿山吹高校出席者６名

来年度の全国大会の発表について第一委員会

と合同で委員会を開催した。来年度の全国大会

発表は第一委員会の『総合的学習」に決定した。

第二委員会としては研究テーマと内容について

話し合い。その結果、事例を通して調査研究を

進める方向で話がまとまった。その後各校の'情

報交換を行った。

また、助言者を元高等商業高校校長岩田壽

男先生にお願いすることにした。その後各校の

情報交換を行った。

第38回全国高等学校教頭会研究協議大会

平成11年７月２９日・３０日の両日行われ、本委

員会からは９名が参加した。野志（高島高）が

『情報教育と教頭の役割』を発表した。集計結

果の数値をグラフ化し、スクリーンに映しての
●

発表を行う手筈であったが、書画装置は準備さ

れていなかった。用意されていたのはビデオカ

メラとプロジェクターの装備であったため、急

速、向井（館高）がカメラとグラフの操作を行

った。グラフを基にしての発表であったのでわ

かりやすいとの声が聞かれた。参加者は700人

以上であり、東京都の教育に関する関心の高さ

を強く感じた。

第４回委員会

平成11年８月２７日（金）１６：00～１７：３０

於新宿山吹高校出席者５名

都立学校教頭研究協議会の役割分担について

の細部の確認が行われた。

その後各校の'情報交換を行った。

都立高等学校教頭会研究協議会

平成１１年９月６日（月）１２：３０～１６：４５

野口（南高）が提案者として発表した。全国

大会での発表内容をテレビモニターに直接パソ

コンをつないでテレビでの発表形式で行うはず

であった。テストはうまくいったのだが本番で

はうまく出てこなかったため急速資料を基に発

表した。その後、向井（館高）が全国大会では

発表されていないもう一つの事例研究資料を準

備して提案した。

助言の岩田先生から、新たな教科「1情報」に

ついて大いに活用できるのではないか、また活

用してほしいとのご指摘があった。

第７回委員会

平成12年１月２７日（木）１６：３０～１８：００

於総合技術センター出席者７名

今後の進め方を検討した。教科「情報」の学

習に向けた取り組みを行っている学校について、

調査を分担して行うことに決定する。主に普通

高校を対象にして調査を行うと共に、先進の商

業高校、工業高校の事例なども研究していく方

向で決定した。また、村井（明正高）山下（大

泉学園高）を中心に研究が進められることが決

められた゜

委員長野志兼夫（高島）記

第５回委員会

平成11年１１月４日（木）１４：３０～１７：３０

於新宿山吹高校出席者５名

新テーマを、情報教育の事例研究」とするこ

とに決める。先進校を調査し、研究する方向性

が出された。
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3．生徒指導研究部会 導・進路指導・教科外活動に関する諸問題につ

いての研究発表が行われた。数日前からの豪雨

によって、高知県への幹線道路が寸断ざれ開催

が危ぶまれたが、大事に至らず予定通り開催さ

れた。

東京都からは都立忠生高校の渡部静夫教頭よ

り、「生徒指導の体制と実態」についての発表

がされた。また他の道府県からは、千葉県立湖

北高校・大阪府立磯島高校・大分県立佐伯豊南

高校・高知県立室戸高校から発表が行われた。

最後に助言者の文部省初等中等局職業教育課

係長の美濃亮先生と、高知県立高岡高校長の市

村藤一先生より、お褒めの言葉をいただいた。

都立高等学校教頭研究協議会は９月最初の月

曜日に都立教育研究所で開催された。

第１委員会は大山邦男教頭（北野）より４つ

の事例が紹介され、その分析の内容が発表され

た。ここでの発表は全曰制だけであったので、

助言者の亀岡良平前南多摩高校校長よりじっ

くりと研究成果についての助言を頂くことが出

来た。

第２委員会は小島透教頭（足立工業）より、

生徒指導において保護者との連携を深める生徒

指導について、アンケートの結果分析が発表さ

れた。当曰、それぞれの委員会に会員の８割以

上の教頭が参加し、活発な質問を投げかけてい

た。

以上、今年度の生徒指導研究会の活動内容で

ある。毎年の反省のなかで提起されることであ

るが、参加者の減少により研究部会の存続が難

しくなっている。集まりの少ないときなどは、

研究会が'情報交換だけで終わることもあるが、

各学校の抱える問題を全都の教頭から、違った

視点から聞くことのできる大切な場である。

研究部会の活性化こそ、東京都教頭会の発展

につながるものと確信する。そのためにも、会

員一人一人の積極的な参加を期待したい。

平成１１年度の生徒指導研究部総会が、４月２６

日（月）に神楽坂のエミールにおいて開かれた。

10年度の研究部長である中村澄隆教頭（三鷹）

より幹事会報告がされ、今年度の所属部員の確

認を行ったのち、新役員の選出に移った。

研究部長には、大澤紘一教頭（南葛飾）が選

出された。また、第１委員会(所属部員数37名）

の委員長には橋本護教頭（玉川）が、副委員長

には大山邦男教頭（北野）が選出された。第２

委員会（所属部員数37名）は、委員長に栗岩淳

一教頭（南野）、が副委員長には坂本文樹教頭

（昭和）が選出されて、新年度の研究体制が組

織された。

引き続き、部会の運営方法についての話に移

り、特に昨年参加者が大幅に減少していること

を考慮に入れて、今年度の運営についての基本

方針が話し合われた。運営方法については参加

者を少しでも多くするために、各支部に「連絡

係」を置く等の改良を加えてきたが、今回は研

究会で話し合われた内容を、毎回連絡係を通し

て所属委員に連絡をし、常に研究会の進捗状況

を周知し進めていくことにした。

研究部会は毎月の第一木曜日を月例会とし、

都及び全国の教頭会の報告・各学校の'情報交換

を行い、その後各委員会での研究協議会を行い、

２時間で終了することを基本とした。

本年度の研究内容については、第１委員会は、

昨年度「学校不適応生徒に対する校内指導体制」

の研究結果を受け、不登校・中途退学に関する

事例問題の分析を通して、教頭の役割と対応の

実際に焦点を当て、研究を進めた。

第２委員会は、昨年度の研究テーマを引継ぎ、

生徒指導に関わる学校に対する不信や不満に対

して、学校と保護者の十分な協力体制と信頼関

係を作るにはどうしたらよいかと言うことで、

アンケート形式での調査研究を行った。

第２委員会は今年度、全国の発表に当たって

いたので、昨年の研究成果に手を加える形で全

国の発表とした。研究内容、発表方法について

綿密な打合せを行い発表に臨んだ。

全国高等学校教頭会研究協議大会は、７月２９

日（木）・３０日（金）の２日間、高知県の高知

会館においておこなわれ、第３分科会で生徒指

部長大澤紘一（南葛飾）記

ごP三jfiA，
－５３－



第１委員会（生活指導関係） の参加を得た。

また、助言者として、参加くださった元南多

摩高等学校校長の亀岡良平先生からは貴重なご

助言をいただいた。また、研究部会に所属して

いても毎月の研究部会に参加できない状況にあ

る教頭も盛んに意見を述べるなど、教頭会生徒

指導研究部会の活性化の一助になるような現象

もあり、大変有意義な研究協議会であった。

第５回平成11年10月７日（木）

この回は、９月６日に行われた教頭研究協議

会における発表について、フロアーの反応や、

意見の集約・研究内容の反省などについて話し

合った。

第６回平成11年11月９日（火）

神楽坂エミール参加者６名

１４：３０～１６：３０

この回は、次年度の研究主題を何にするかに

ついて話し合った。

生徒指導研究部会第１委員会においては、過

去２年間にわたって「学校不適応生徒の指導と

教頭の役割」を大きな主題にして研究を継続し

てきた。

従って、平成12年度は視点を変え、現在の生

徒の状況の著しい変化に対して、学校は、地域

とともにどのような対応を考え、また実践して

いるかについて考察を加えようということにな

った。

第７回平成11年12月３日（金）

神楽坂エミール参加者５名

１４：３０～１６：３０

前回の決定を受けて、過去に類似の研究がな

されているかどうかの検討を行った。

その結果、約10年前の研究集録に、「健全育

成と地域との関わり」が研究されていることが

わかった。従って、当時の高校生の実体と今曰

の生徒状況を比較し、今日的課題を抽出する事

が適当ではないかと考えた。

第８回平成12年１月１４日（金）

神楽坂エミール参加者５名

今回は、前回に10年前との比較検討が決定さ

れたのを受け、教頭会事務局から10年前の研究

論文をコピーしていただき、その中で考えられ

ていることの内容検討を行った。その結果、比

較項目を、

1．社会'情勢の変化

第１回平成１１年４月２６日（月）

神楽坂エミール参加者５名

１４：３０～１６：３０

平成10年度の最終委員会において、平成11年

度の研究主題を、平成10年度の研究主題「学校

不適応生徒に対する校内指導体制」を受けて、

その体制の中での問題事例を分析し、抽出され

た問題点をもとに、防止策を考えようと、「問

題事例と防止策一教頭の役割と対応の実際一」

という主題を設定した。この回は、その研究意

義について話し合われた。

第２回平成11年５月６日（水）

神楽坂エミール参加者７名

１４：３０～１６：３０

この回では、前回の話し合いをもとに、問題

事例の多くは体験的に、生徒の人権に関する問

題、教員の指導方法に関する問題、教員の資質

に関する問題に起因して、生徒・保護者との間

でトラブルが発生していると感じられていると

ころから、各学校から、問題となった事例を提

出してもらい、その分析を行うという研究方法

を探ることが決定された。

第３回平成11年６月３日（木）

神楽坂エミール参加者11名

１４：３０～１６：３０

前回の話し合いを受けて、問題事例の調査票

の内容検討に入った。事例の展開、流れがわか

るように記述してもらうために、問題の発端を

記し、その後で、経緯と教頭の関わりを記述す

る方法を採ることにした。さらに、調査票の作

成と、発送・主役の分担を決定した。

第４回平成11年７月２日（金）

神楽坂エミール参加者７名

１４：３０～１６：３０

今回は、９月に行われる、都立高校教頭研究

協議会の発表原稿の読み合わせを行った。細か

な表現について、特に人権問題に関わる箇所に

ついて検討を行った。

平成１１年９月６日教頭研究協議会

都立教育研究所１３：15～１６：００

発表者都立北野高等学校

教頭大山郁夫

生徒研第１委員会は第５分科会として、３５名

－５４－



第２委員会（教科外活動関係）

第２委員会では平成10年10月より研究課題テ

ーマを「生徒指導の体制と実態」と定め活動を

行ってきた。

また、平成11年度の全国高等学校教頭会（７

月２８曰～30曰対高知市）では渡部静夫都立忠生

高校教頭が同テーマ「生徒指導の体制と実態」

で第三分科会（生徒指導関係）において研究発

表を行った。

本年度の全般は「生徒指導と体制の実態」の

テーマを昨年度より引き継ぐとともに、新たに

「保護者との連携を深める生徒指導」を副題と

し、実態調査のアンケートを実施し、研究を進

めた。

アンケート内容は各教頭が保護者との関連に

おいて体験した事例をあげてもらい、そのトラ

ブルなどの原因、対応・取組みを調査した。

アンケート調査の集計結果については、平成

11年９月、都立高校教頭研究協議会で小島透

足立工業教頭が研究発表を行った。

９月の研究発表後はこの調査結果を活用し、

さらに研究を深めていくよう取組んでいるが、

研究部の例会への委員の参加が少なく、研究を

発展させるには非常に困難な状況が続いた。研

究活動の活性化が大きな課題である。

第一回委員会（参加者４名）

４月２６曰（月）14時30分より神楽坂エミール

で開催。新年度初めての会合により、新委員の

自己紹介に引き続き役員の改選が行われた。第

２委員会の委員長には栗岩淳一（南野）、副委

員長には坂本文樹（昭和）を選出した。

テーマ「保護者との連携を深める生徒指導」

のアンケート調査内容などを検討し、次回の例

会までに委員各自の案を作成することとした。

２．学校の体制の変化

３．地域との関係の変化

４．保護者との関わり方の変化

５．他校種との連携の変化

の５項目が考えられるという見解がでてきた。

これをもとに、どのような研究方法をとれるか

について話し合われた。

第９回平成12年２月１８日（金）

神楽坂エミール参加者８名

１５：００～１７：００

前回の話し合いを受け、それぞれの項目につ

いて、どのような変化が考えられるかについて

話し合った。

第１０回平成12年３月日（木）

今回は、具体的アンケートの内容を煮詰める

ことになっている。

各学校において、地域との連携した生徒指導

の実践と、教頭に役割が明確になるような、調

査票を作る予定である。

委員長橋本謙（玉川）記

ＭＭｊｌ

温「〃

第二回委員会（参加者３名）

５月６日（木）１４時30分より神楽坂エミール

で開催。アンケートの内容について決定する。

調査依頼の方法を協議し、各学区の連絡員を通

し、各教頭に協力依頼することとした。主に、

記述式とし事例を中心に調査することとした。

鑑ii繭i鰯Hiii

また、調査研究の進度が若干遅れているため、

回答期限、回収後のまとめ・考察などの日程を

検討した。

－５５－



はないかという点で一致し、今後の研究の方向

として進めていくことにした。先行研究などを

調査することとした。

さらに、参加した委員により生徒指導を巡る

保護者と学校とのトラブル事例、その対応・措

置などの'情報交換を行い、各学校においても年

年トラブル増加の傾向にあるとの実感を得た。

なお、９月の都立高校教頭研究協議会におい

ての発表者を小島透足立工業教頭に決定した。

第七回委員会（参加者４名）

12月３曰（金）１４時30分より神楽坂エミール

で開催。教頭の多忙な時期であるため、参加人

数が少なく、第１委員会と合同で‘情報交換を行

う。各現場での各校が共通に抱えている問題の

取り組み状況の情報交換により、大変有意義で

あった。

第三回委員会（参加者４名）

６月３曰（木）１４時30分より神楽坂エミール

で開催。

アンケート調査の実施状況を報告する。アン

ケート調査結果のまとめ、考察の日程を再調整

し、アンケート回収状況によっては、速やかな

集計結果作業を行うため、臨時に集まることを

確認した。

第八回委員会（参加者５名）

１月１４日（金）１４時30分より神楽坂エミール

で開催。

現・新学習指導要領、東京都公立校等学校学

校評価基準等の資料を参考にホームルーム運営、

経営について学校組織、指導計画等に関わる内

容を検討する。研究方針等を協議した。

第九回委員会（参加者４名）

２月１８（金）15時より神楽坂エミールで開催。

時期的に各種会議などが重なり、また、学力

検査の準備などで例会中にも人の移動もあった。

そのため十分話し合えず、調査アンケートの内

容などは各委員が案を作り、互いに連絡し合う

こととした。

第四回委員会（参加者５名）

７月２曰（木）14時30分より神楽坂エミール

で開催。

９月の都立高校教頭研究協議会発表論文を検

討し最終まとめを行った。発表当日の補足説明。

想定質問などについて協議し、当日の仕事分担

を確認した。

第五回委員会（参加者３名）

10月７日（木）１４時30分より神楽坂エミール

で開催。

９月の都立高校教頭研究協議会の反省と今後

の研究テーマについて協議した。

また、例会の参加者数の少なさや、今後の例

会の在り方について意見交換する。一区切りつ

いた後の例会には必ず話される内容であるが、

妙案はない。当日の結論は昨年度からのシステ

ムである各学区の連絡委員の立場を十分活用し、

例会の活性化を図る方途を探ることとした。

なお、今年度後半のテーマについては意見交

換を行い、次回持ち越しとした。

第六回委員会（参加者４名）

11月９日（火）１４時30分より神楽坂エミール

で開催。

今後のテーマについて協議する。第２委員会

の研究役割である教科外活動における各学校の

現状、問題点、課題などの意見交換を行う。そ

うしたなかでホームルーム活動における生徒と

担任の関係が従前に比べ希薄になっているので

第十回委員会

３月２日（木）

調査研究のためのアンケートを作成し、協力

依頼の方法などを検討する予定である。

また、次年度に向けての研究活動方針を確認

し、役員の候補などの組織体制について話し合

いを進める予定である。

研究活動の活性化の具体策も時間をとり検討

していきたい。

委員長栗岩淳一（南野）記

－５６－



会員 異動7．

平成11年１月１日～平成11年12月３１日の異動は次の通りである。

平成11年３月３１曰発令(９名）退職者

三誉
伯進者（30名）

ド
平成11年４月１日発令校長等タ

ニ
栄

5７

学区 校名 氏名 備考

1 芝商 白 '鳥鎮 全国会長

1 八潮 橋本隆司

３ 富士 東益三 会長・全国常任

３ 井草 中西克弘

４ 板橋 井島正校

６ 江東商 近田誠 幹事

８ 砂ノｌｌ 有賀春次

９ 保谷 鶴田善利 幹事

10 調布南 茂木譽子

学区 校名 氏名 現任校 備考

１ 田 石井隆夫 化学工

２ 駒場 岩脇國夫 青井

２ 新宿 大須賀忠昭 館

２ 明正 齋藤八重子 校長長研 常任幹事

２ 千歳丘 渡部謙 久留米

３ 鷲宮 中村秀行 鮫津工 幹事

４ 工芸 澤間照 荒ノ1１工

４ 本所 村岡薫 大山

５ 忍岡 矢口雅章 雪谷

５ 足立東 田口政雄 小 岩

５ 荒ノ１１商 北尾正迪 台東商 幹事

６ 両国 矢澤文基 杉並工

６ 本所工 田邊泰正 葛西工

７ 八王子東 牧野玲子 大森 常任幹事

７ 日野 細井七井 秋留台 幹事

７ 南平 井口武治 校長長研

７ 野津田 佐治恒孝 玉)|’

８ 立）|’ 佐藤旨位 片倉

８ 東大和南 江原美規子 府中西 常任幹事

８ 武蔵村山東 松尾澤政明 野津田 高校研部長・全国理事

８ 青梅東 海津忠幸 千歳丘 幹事

８ 秋川 撰梅正人 人事部

９ 武蔵 大石巧造 南野

９ 小金井北 堀部恭平 志村

９ 清瀬 神保邦彦 秋川

10 調布北 鍵山充尚 武蔵村山

10 府中東 成合信之 深沢

10 稲城 金子民造 羽村

1０ 第五商 高橋久子 葛飾商

平成11年１０月１日発令

５ 光丘 今濱勝久 上野忍岡



の転任者（20名） 平成11年４月１日発令全日制間
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定時制当

６
早の転任者（20名）

1J
等 平成11年４月ｌ曰発令

卍月島分

5８

学区 現任校 氏名 前任校 備考

１ 芝商 西脇正尚 向島商 会計

２ 新宿 納屋信 新宿山吹

２ 駒場 上山良昭 篠崎

２ 広尾 照丼千秋 大島南

２ 新宿山吹 渡邊正久 ﾉI、 )|Ｉ

３ 鷲宮 津田稔 東大和

６ 本所 伊藤實 葛西西

６ 江東商 工藤篤子 桜水商

６ 向島工 渡邊征博 八王子工

６ 本所工 清水武 向島工 幹事

７ 八王子東 近藤光男 大泉学園

８ 立）|’ =＝
￣ Ｐ 雄造 都大付属

８ 東大和南 坂本功 富士森

９ 武蔵 岡本穀 鷹 常任幹事

９ 小金井北 明石健 新島 幹事

９ 保谷 町田昶 水 兀。

９ 清瀬 白木和敏 烏山工

10 鷹
＝

中村澄隆 大山 生徒研部長・全国理事

10 調布北 綿田直樹 秋)|’

10 調布南 平山順 国際 幹事

学区 現任校 氏名 前任校 備考

1 ＝
田 湯澤賢兒 大島 数

１ 八潮 苗村深 鷲宮 地理

1 小山台
、▲_

月I」 薗実 富士 数

２ 都立大付 島宮道男 松原 副校長保体

２ 烏山工 萩原和夫 墨田工・月島分 機械

２ 国際 中野英雄 田 国

３ 井草 寳槻広 足立 数

３ 桜水商 島村英 牛込商 商

４ 工芸 舘葺紀 羽田工 機械

５ 忍岡 菅又勝雄 上野・通信 地理

５ 荒）|｜商 藤井正俊 小石川 保体

６ 両国 國分丈夫 小岩 国

６ 葛西南 齋藤光 大泉 生物

６ 篠崎 塚内恒夫 第三商 物理

７ 日野 坂田敬 瑞穂農芸 政経

７ 南平 山室修次 八丈 地理

７ 野津田 緒環三雄 五日市 保体

７ 小）|’ 町田順 八潮 物理

７ 八王子工 間宮靖郎 王子工 建築

８ 青梅東 佐藤公作 代々木 数



新任（２

ｔ
2名） 平成11年４月１日発令

唇
墨田川堤校舎

5９

学区 現任校 氏名 前任校 備考

５ 明正 村井信彦 八丈 世史

５ 千歳丘 鈴木春子 足立東 国

５ 富士 星野喜代美 飛鳥 保体

６ 大泉学園 山下経緯子 桜水商 保体

６ 板橋 廣井文隆 大島 保体

７ 大山 守山慎 大泉 英

７ 足立東 磯部直樹 両国 保体

７ 水 九ｺ 吾妻完 大泉北 保体

７ 向島商 竿田豊 墨田)||堤校舎 生物

８ 富士森 津田久枝 砂ノ|’ 英

８ 砂川 内田志づ子 東村山西 英

８ 東大和 浦部万里子 桜町 保体

８ 武蔵村山東 初見豊 神津 英

８ 五日市 池口康夫 保谷 生物

９ 秋ノ1１ 渡邊博史 宅 曰史

９ 多摩工 田村國雄 小金井工 国

９ 府中東 石坂敦子 町田 機械

稲城 錦織政晴 新島 国

５ 第五商 手打利明 東大和南 保体

10 大島南 有馬利 野津田 地理

1０ 新島 宮崎高 富士森 地学

平成11年10月ｌ曰発令

３ 光丘 今橋美文 大森東 数学



編集後記

◎教育庁の部長・課長など幹部の方々が私達の各種の会議にご出席下さることが非常に多

くなっていることに気付きます。高校教育指導課の加藤明主任指導主事には主要な会議

にほほ皆勤して頂きました。数年前と比較すると、このこと－つでもありがたく感じられます。

その他にも、多忙の中を日程のやりくりをつけて、役員と膝を突き合わせた話し合いに応じて

頂きました。

◎従来も、総会・九月教頭研などでは教育長・次長から親しく話を伺うという年もありま

した。しかし、総務部会・幹事会となると課長からの施策連絡などという例は殆ど耳にしませ

んでした。今年度は人事考課が大きな課題となり

勤労課直原裕課長（５月幹事会）

職員課難波武夫課長（11月幹事会）

のお二人に幹事会で質疑に応じて頂きました。それも教頭約60名の席という手ごろな規模であ

ったことは私達にとって何よりの収穫でした。また、ある学区の教頭会では齋藤指導部長

をお招きして率直なお話をして頂いたとも聞いています。（幹事会、学区教頭会の項参照）

◎人事考課への対応にずいぶんエネルギーが費やされた１年でした。本来は、教頭のよう

な管理職がこれにあたることは当然で、それも中心となる職務です。その内容に不適切なもの

があるというならともかく、内容以前にその入り口の段階で大議論になりかねないところに不

健全な空気が感じられます。このやりきれない空気が校長・教頭を疲労させるようです。その

影響が教頭会の活動を萎縮させることはないか、ふと、気になる時があります。出席者が微々

たる研究部会はもちろん、幹事会などの欠席も少なくないのです。（研究部報告等の項参照）

◎管理職が自分の学校の問題としっかりと取組むことは当然です。しかし、私達を取り巻

く不健全な空気を自分の学校だけで払拭させようとすることは考えられないことです。学校毎

の違いは違いとすることがあっても、あくまでも明日の都立高校のためにという視線を失って

はなりません。マイホーム主義ならぬマイ・スクール主義の姿勢は、むしろ不健全な空気の側

から歓迎されるかも知れません。

◎教師の資質向上と共に、教頭の力量アップということも求められています。それには自

校の校長の経営姿勢によく学ぶことが第一です。しかし、チャンネルは一つではありません。

教頭相互の組織的な研究活動によっていっそう広い視野から力量アップを図ることも、また、

校長を支える道になります。今日のような教育改革の時代、それも議論でなく実践の段階では

とりわけその必要があると言えそうです。

◎教育庁の幹部の方々が教頭会とのパイプを重視して下さるということには、そのような

事情について私達が感じている以上に深く配慮されているのかも知れません。

最後に、この冊子に原稿をお寄せ下さった役員・常任幹事・研究部部長・委員長の皆様には、

1年間のご苦労を含めてお礼申し上げます。

（事務局）

－６０－
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